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序

秋田県には、私達の祖先が営々として築きあげてきた貴重な文化

遺産が数多く残されています。

このたび、横手市に建設が計画されている、秋田ふるさと村(仮

称)建設事業に係り、富ケ沢A. . C窯跡、田久保下遺跡、宮ケ

沢 1 号~4 号塚の 8 遺跡が発掘調査の対象となりました。

調査の結果、田久保下遺跡では県内では初見の 6世紀代の土壌墓

が 8基確認された他、富ケ沢 .C窯跡、田久保下遺跡で合計

7基の平安時代の須恵器を焼成した窯跡が検出されました。また富

ケ沢 l 号~4 号塚は江戸時代の塚であろうと推測されています。

本書は、これらの成果をまとめたものであり、地域の歴史や文化

を学習・研究する資料として、多くの方々に御利用いただければ幸

いに存じます。

最後に、本調査並びに報告書作成に際し、御協力し、ただきました

秋田県企画調整部、横手市教育委員会はじめ関係各位に対し厚く御

礼申し上げます。

平成 4年 3月25日

秋田県教育委員

教育長橋本顕信
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秋田ふるさと村(仮称)建設事業に係る富ケ

田久保下遺跡、富ヶ沢 l号塚、富ケ沢 2号塚、富ヶ沢 3号塚、

り、本書は 2分冊のうちの第 1分冊である。

ケ沢B窯跡、富ケ

ケ沢 4号塚の 8沢C

2 

する。

3 第 2
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地形図、

9 調査なら

000分のl及び25，000分のl

である。

賜った。(敬称略)

日 野 久 平)1

10 

の項に明示してある。

口 調杏に係わる全て 秋田

り、各分担ついては目次

、小山内透の協力を得た。

ンターが現存保管している。



凡例

してある遺構実測閣に付した方位は、磁北を示す。

2 遺構実測図の縮尺は、 1/40、1/50、1/60を原則とし、遺構配置関は、田久保下遺跡1/300、

その他は1，/600であり、それぞれスケールを付している。

3 漬物実測図は基本的に1//3であるが、大型の斐・壷類などはとしている。

である。

4 i国々

とも

を付し、

。
マ
hv

て工
d ローマ数字を用い、遺構堆積土 にはアラピア数字を用い

fこO

6 :i貴構番号は、富ヶ沢A窯跡:01 ---、富ヶ沢B窯跡:101へ、富ヶ沢C窯跡:201~、田久保

下遺跡:301~を用い、それぞれ検出願に連番としたが、精査過程において欠番となったも

のもある。

7 出土した士器には、稀に文字等の認められる資料がある。いわゆる墨書土器を除けば、器

雨に箆状あるいは釘状工具を用いて刻している。土器を観察すると焼成以前に刻されたもの

と、焼成後に刻されたものが存在する。本書ではこれを区別するために、次のように定義し

ておきたい。

:士，器の焼成前に箆状あるし を用L 器土たし

器土たし
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9 挿図ヰ1Vこ{史用したスクリーントーンは、次の通りである。

...掘立柱建物跡

士坑 フラスコ状土坑

地山 焼土 炭化物

10 について

出土の遺物は、その

った。これは、富ヶ沢A~C と灰原 きたこと

III 一



その窯で焼成された土器の器種組成やその数量を推定するための 1手段とすべく実施したもの

である。

重量計測に際して、その器種を、杯類、 護類に大別した。杯類には、杯、

付杯が、蓋類には、杯蓋、査蓋などが含まれる。壷類と斐類は、破片では特にその識別は困難

である場合が多いので、胴部資料については、外面に最終調整としての叩き呂を残す破片を翠

類、ロクロあるいはケズリ調整の破片を萱類として分け¥計測した。従って査類の中には、叩

き白を有しない小・中型の棄が含まれることになる。また翠類には叩き百を持つ横瓶が含まれ

る。以下報告において、重量についての項目では、 1::-.のよう

きいただきたい。

であることをお

個体数は、杯類、 底部が1//2以上残存している個体、葦類はつまみの個数、

n綾部がおおよそt/2以上残存しているものをそれぞれ 1個体として数えている。

11 遺物実測図と観察表について

本報告書:には、出土した遺物をできるだけ多く掲載したいと考え、個々の遺物の説明は、

原則的には行っていなし、。代わりに器種別に分類基準を設け、その記号と、法量を実測図下

の観察表でまとめた。分類基準は、証考察の節 (p で示してある。

観察表中における口窪あるいは器高の嬰の C Jは推定値、( )は現状値であることを

示す。また備考欄の「写」は掲載図が写真図版にもあることを示し、右隅の番号は、遺物計

測=実測時の整理番号であり、収蔵用の番号でもある。

遺物実測の基準は、特殊な個体等は例外として、富ヶ沢B 個体のおよそ以

上残存しているもの、その他の窯跡(遺跡)で、は以上残存の個体を選別し、割り当て紙

数、遺溝、層{立を加味して実測、掲載することとした。 B窯跡以外ーはそ

2//3、え破片(蓋はつまみ)の大ざっぱに類別して記載してある。
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第 l章はじめに

第 l章はじめに

第 l節発掘調査に至るまで

秋田県は、昭和63年度に、秋田の風土や歴史、伝統、自然なと、の中で、地域に生きる人々が

たゆまぬ努力と知恵を積み重ねながら培ってきたふるさとの美術、工芸、生活文化、食文化等

の秋田にこだわった有形、無形の文化を保存・評価し、次代に継承するとともに、新たな文化

る郷土文化の拠点として、また、秋田の優れた物産の販売や観光情報の提供等を

ねらいとした新たな観光の拠点としての「秋田ふるさと村(仮称)Jの建設基本構想を策定し、

γ 

一

に南北に広がる中山丘陵の中央部東端の横手市赤坂字富ケ沢

田久保下地内の面積約16haに決定した。

の遺跡である郷土館窯跡などの埋蔵文化財包蔵地が多いこと

から、県企画調整部は県教育委員会に対し、建設予定地内における埋蔵文化財の有無の照会を

持つ7こO

会では、 9月4日----10月 4日、平成 2年 4月16日----4月19日に遺跡分布

し、 4カ所の遺跡 と4ヵ所の塚が建設予定地内に所在するこ

とを確認した。

会と県企画調整部は協議を重ねたが、最終的に記録保存の措置をとること

し、平成 2年 5月7日から発掘調査を実施することになった。

参考文献

秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書J秋田県文化財調査報告書第201集 1990 (平成 2年)

秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書第217集 1991 (平成 3年)

秋田県『秋出ふるさと村(仮称)建設基本計画~ 1990 (平成 2年)



I J芋論

第 2節調査の組織と構成

所在地

富ヶ沢A窯跡秋田 ケ沢62-33外

富ヶ j尺B

富ヶ沢C

秋田県横手市赤坂字富ヶ沢62-40外

田久保下遺跡秋田

富ヶ沢 l号塚秋田

ヶj尺62-54外

久保下62 1 

ケ沢62-9外

富ヶ沢 2号塚 秋田県横手市赤坂字富ヶ沢62-18外

富ヶ沢 3号塚 秋田県横手市赤坂字富ケ沢62 21外

富ヶ沢 4号塚 秋田県横手市赤坂字富ヶ沢62外

平成 2 年 5 月 7 日 ~ll 月 28 日

ケ肘 A語 版 8 月初日 ~10月 31 日

富ケ沢B 7月12日--9月27日

富ヶ沢C 8月4日---8月10日

田久保下遺跡 9 月 19 日 ~ll 月 28 日

富ケ沢 i号塚 6 月 11 日へ~ 8月10日

宮ヶ沢 2 10 月 29 日 ~ll 月 14 日

富ヶ沢 3号探 10月 29 日 ~ll 月 14 R 

富ヶ沢 4号i家 8月 6R 9月 6R 

調査目的

秋田ふるさと村(仮称)

14，300 nf 

富ケ

富ヶ沢B

富ヶ沢C

問

4，200 nf 

4，200 nf 

2，900 nr 

1， 400 rrr 

る埋蔵文化財発掘調査

2 -



第 1章はじめに

ケ沢 l号塚 400l1r 
ケ沢2号塚 400l1r 
ケ沢 3号塚 400l1r 
ケ沢4号塚 400nf 

桜田 隆 秋田県埋蔵文化財センタ一文化財主査

秋田県埋蔵文化財センタ

小r，fH 秋田県埋蔵文化財センタ

高橋学 秋田県埋蔵文化財ーセンター

和泉昭一 秋田県埋蔵文化財。センター非常勤職員(現 ニツ井町教育委員会主事)

石J1 秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員

佐田 茂 秋田県一埋蔵文化財センター

高橋忠太郎秋田県埋蔵文化財センター主事(平成 3年 3月転出)

佐々木真 秋田県埋蔵文化財センタ一主任(平成 3年 4月

秋田

秋田県企業局工務課

横手市企画創造課

コミ与し
'cJ c: 仁一

3 



I 序論

第 2章遺跡群の立地と環境

第 l節 自然的環境

横手市は、秋田県の南東部に、雄物川水系中流域に展開する横手盆地のほぼ中央、東寄りに

位置する。

横手盆地は、東の奥羽脊梁山地と西の出羽丘陵の問、南北60km、東西15kmの狭長な断層盆地

で、東部には扇状地が並び、西部には沖積低地が開けている。横手盆地のほぼ中央、東寄り、

横手市街地の南西側には、奥羽脊梁山地の一つ、金峰山山地から西北への延長部が盆地面下に

壊没しきらずに残った丘陵性沈降埋没山地とも呼ぶべき中山丘陵がある。

世の相野々層の硬質泥岩、泥岩、凝灰岩の麿から成り立っている。丘陵の稜線と谷底方向が北

西一南東方向に雁行状に配列され、山稜背面は西高東低で谷底は通谷をなし、山麓線は西縁で

直線、東側は鋸歯状の沈蜂性を示し、この間に低湿地が発達している。

また、中山丘陵は、小起伏丘陵地形であるのに反比例して開析は大いに進み、山腹傾斜面は20

--30
0

、30--40
0

の急傾斜の平衡的発達を示している。開析された谷は短小に散在しつつ北東方

向を示し、丘陵地西北端部では盆状の雪蝕窪が山麓をとりまいて波浪状に分布している。

本f王i凌地の山腹斜面は果樹園地をなしており、周縁地には特に潅獄用の源池が多く造成され

ている。

「秋田ふるさと村(仮称)J建設予定地は、この中山丘陵の中央部東端に位置しており、北

側に小沢を挟んで小丘陵、東側に沖積低地(水田入南側に潅j慣用溜池で、ある田久保沼がある。

遺跡群は、丘陵を北東に開析する 2つの自然谷の斜面と稜線とに位置している。遺跡群の中

心から、 ]R東日本横手駅までは、北東に約 4kmの距離で、ある。

参考文献

秋田県日{主平iLU中核都市建設計画地域土地分類基本調査 横手~ 1977 (昭和52年j

- 4 
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I 序論

第 2節歴史的環境

らの

塚-紀年物、域-

しており、 でも される

地域である。遺跡の性格も

本項では「秋田ふるさと村(仮称り

があると忠われる遺跡のうち

っている。

の遺跡群と時代を同じくし、何らか

Ltこし、。

として 3 

1軒、土坑 5基とともに、れる。

B 遺跡

とl点の 5

ら

している。

奈良 として、 (墳丘墓)、条里

域柵遺跡があげられる。

(59~38 ・ 39) 、

られるが、緩扇状地上に「古代Jと

目すると、中山丘陵の西側縁辺を中心として湧水がみられ、清水が多く

中山丘陵北東側の城野岡地区、中山丘陵の南西側、やや離

3地区に集中するように思われる。

とLては、主として項恵器窯跡があげられるが、横手盆地主体でみると小沢-

成沢・九十九沢の大曲・神岡地区、鎧ケ 11奇・ )11端山の六郷・千畑地区、物見・姥ケ沢・十て牲

(3~1 

して分布する

A.十二牲B.下矢来j尺・保土森の金沢地区、{秋田ふるさと村(仮称)J .郷土館-竹原・上

西ケ沢山の中山丘陵地区、 1・ TI 

内
μるあ

υ
で

称

の

4群に細別できる。これら

している。「秋田ふるさと村什反称iJ

Bi型跡群、丘陵北

「秋田ふるさと村(仮

Ltこも

建設予定地のある

T
iム E '7'、-

'-;;)0 '-

るべきか重要な問題であるが、域1:111J との関誌で論ぜられること

し、。

とし 雄物川 られる。これらは所

く、 る。

(3~130) は、中山丘陵の北~北束、横手川と大戸)11の聞に広がる

6 km、南北約16kmの範囲とされているが、奈良時代の「条里制J跡と決定できる資料に乏しし、。

しかし、 ヅ口~八ノ口・上八丁・下八了など ると思われる地名と、古い地

6 



第 2章遺跡群の立地と環境

図に条里制類似の地割り跡が確認できる。

域柵遺跡としては、所在地が不明な雄勝城、国史に記されていない仙北町'・千畑町「払田柵

跡」、吉代から中世への移行期の城捕で、ある大鳥井柵遺跡 (3-64) などがあげられる。

なお、第 l 表の番号は、『秋田県遺跡地図(県南版)~に載せられている登録番号と同一であ

る。番号冒頭の 3は横手市を、 59は平鹿町であることを示している。

参考文献

秋田県教育委員会『秋田県遺跡地図(県南版)j] 1987 (昭和62年)

横手市教育委員会『秋田県横手市遺跡詳細分布調査報告書』横手市文化財調査報告11 1986 (昭和61年)

秋田県教育委員会『東北関断自動車道秋田線発掘調査報告書XI-竹原窯跡一』秋田県文化財調査報告書

第209集 1991 (平成 3年)

- 7 -



I 序論

I : 25，000 横 手

2図周辺の遺跡

- 8 



第 i表 「秋田ふるさと村j周辺の主な遺跡一覧

第 2主主 遺跡群の京地と環境

横手市

一仁ヅコ 〕、思左包 跡 名

3 -55 下久保呂

3 -59 鶴巻

3 -61 

3 -62 

3 -63 

3 -64 

3 -65 

3 -68 

所在 代-時期

平安

縄文、平安

新坂町

日面、
大鳥町

9 -
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I 序論

城野岡窯跡

3 -123 沢口 |赤坂宇沢口 |平安 I 8 

3 126 郷土館B

3 -127 郷土館窯跡 i赤坂学郷寸τ舘 |平安(窒跡) I 9 

3 128 大沼沢A

3 -170 郷土館C

3 -171 大沼沢B

3 172 大沼沢窯跡 平安(窯跡)

平鹿町

59-12 一関向 11 

59-31 明通 11 

59-32 竹原 12 

59-33 中山 I 11 

59-34 中LL!rr 11 

111、14

59 41 上藤根立

59-44 中藤根C

59 55 

59-80 

59-81 

10 -



第 2章遺跡群の立地と環境
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6 杉山寿栄男『日本原始繊維工芸史(原始編 1967(昭和42年)

7 秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書~ 1982 (昭和57年)

秋田県教育委員会『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書 X 上猪岡遺跡-~ 1991 (平成 3年)

8 富樫泰時「秋田県横手市発見の彫刻器J11若木考古63 ・ 64~ 園事院大学考古学研究会1962

(昭和37年)

9 横手市教育委員会『郷土館窯跡~ 1976 (昭和51年)

10 佐川良視「奈良時代の開田~池田建設省技官調査J11横手郷土史資料第29号~ 1956 (昭和31年)
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月号 1958(昭和33年)

11 平鹿町史編纂委員会『平鹿町史~ 1984 (昭和59年)

12 秋同県教育委員会『東北横断自動車道秋同線発摺調査報告書XI-竹原窯跡-~ 1991 (平成 3年)
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平鹿町教育委員会『年子狐地区遺跡詳細分布調査報告書j]1988 (昭和63年)、 11文献

14 (元)上藤根遺跡、 11文献
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3章発掘調査の概要

第 l節遺跡群の概観

「秋田ふるさと村(仮称)J

に位置し、北側に小沢を挟ん

面している。この中山丘陵には、

北西側に{立寵する k猪岡(岩野沢B)

側に位置する ルl、行

調査されて¥.'る。

6 km、東i可2.5killの中山丘陵の

東側に沖檀低地、出側に潅瓶用溜池である田久保出に

多く、丘陵北東側に{立置する城野岡窯跡、

巾央西側に位置する西ケ沢窯跡群、中央東

田ふるさと村(仮称)の建設子宅地には、北部jに 2つの内;宗谷

的な譲線が形成されてL、る。遺跡群は、この自然、谷の斜面と下方の1f坦面、

し、る。

して

ケ 北東側に開口する自然、谷の標高74~801η の緩やかな東向き ケ沢

E窯跡は西側の自然谷と(富ヶ沢)の谷尻、標高75~82mの南西向き斜面に位置してし、る。 B

窯跡の東側が、 2本の自然谷の分水嶺となっており、 A窯跡と B窯跡は90m距てている。宮ケ

沢C窯跡は西側の自然、谷(富ケ沢)の谷尻、標高71~80mの東向き斜面に所在し、 B窯跡とは130

m距てて対l持している。この 2つの自然谷には、白黄色-青灰色の良質の粘土が、現地表面下50

crnに 2~4mの層!享で堆積している。 3 カ所の窯跡の下方には、湧水が流れており、土器製作

の条件は十分満たされてし、る。田久保下遺跡は、東側の自然谷の開口部東側の標高72~79m の

丘陵斜面と下方の平祖面に所在する。 田久保下遺跡の平坦面下にも白黄色粘土が厚く堆積して

いる。富ケ沢 1号塚----4号塚は尚{制の自然谷(富ヶ沢)を開むように揮高90m前後の丘陵の稜

るが、稜線j頁部から北側斜面にかけて盛土築造されている。遺跡群の現況は、田

久保下遺跡が果樹園(りんご関)で斜面には段々状の作業道が掘削されていたが、他の遺跡は

ナラなどの雑木林となっていた。

「秋田ふるさと村(仮称)J して古代の遺跡が 3カ

教育委員会が発掘調査を行ってし、る。 (3~127) は、

の自然、谷のため、 るが、これに小沢を挟ん

側斜面のJ標高77~82mに立地している。

いる。富ケ沢D遺跡 (3~168) は、西側自然谷

らは160m、由

ケ沢)の

同 標高67----72mに立地し、 と

12 

され、 市

る丘陵が 2つ

っており、東

らは250m距てて

り、 C窯跡と

る:ijZ窯が検出されて



し、る。 C

第 3章発掘調査の関要

らは、北方に約130m距てている。郷土館C遺跡 (3-170) は、郷土館窯跡と向

き斜面に立地している。 竪穴住居跡 2軒と縄文時代と思われる

フラスコ状土坑が 1 さ，:fcてL、る。 とは500m程距てている。

第 2節調査区の設定

(7) 時までに、 る県

系のX= -78. 920. 000， Y = -24.160. 000を原点(東西軸原点

No.O - 6 )として20mx 20m し、原点から西方

に 5-_ 1を付し、方眼杭を (No.1 -5 )、 (No.8-10) 向にNo.1 ~rも30、北方向に 7 --27、

のように呼称 Lていたので、こ グリットとして ることにした。ただし、この方

{、jゃ Lニ1--27のままとし、

大グリッドの名称を、

()目。30を、 Aへ-Z、 2

し、 17A、18C......のA--2E 

ように呼称した。

この20mx 20mの大グリット司、を、 4m 4mの中グリッドに25分割し、南東隅から01~05、

回隣の列は南側から06--10、 トー 15、 16~20、 21 ~"25 と名称し、中グリッドは17A01、17

A25・・・・のように呼称した。 この中グリッド となるが、遺物収納等で

必要が生じた場合は、この 4 mx4mのグリット‘を更に 1mx1mの小グリ、ソドに16分割し、

A~P まで中グリッドと向じ名称方法を用い、 17A01A、17A25p....と呼称することにした。

16 

15 

14 

B 

N M L 1く J 

大グリソド

つ5 20 15 1ハ 05 

24 10 14 09 04 

23 l良 13 08 03 

22 12107 02 I 

2] Hi 11 OG ()l 

打 1) ソド U l~ J 

大グリッド 1区画は20m1m方、キI[Lr~~，は 12 J 

中グリッド 1区割は 4111 四方、綱，1~~は 12 J 01 

小グリッド 1区闘は 1111四方、網l!，は12J 01 A 

(小グリッドは、 A.B窯跡灰原で使用)

12 J 01 
小グリッド

第 3図 グ1)ッド区分図

円
六
U
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各遺跡の調査区は、次の通りである。

富ヶ沢A窯跡 18G'"'-'18 1 . 19G'"'-'19 1・20G'"'-'20I. 21G'"'-'21 1・22G'"'-'22 1 

ケ沢B窯跡 llK'"'-'11M. 12K'"'-'12N . 13K~13N ・ 14K'"'-' 14N ・ 15L~15N

富ケ択C窯跡 12V . 12W・13U--13W.14U--14X . 15U--15X . 16V--16W 

田久保下遺跡 17B~17D . 18B'"'-'18D . 19B'"'-'19D 

ケ沢 l号塚 11Z . llA. 12Z ・ ì2Þ~

富ヶ沢 2号塚 7R.7S. 8R. 8S 

富ヶ沢 3号塚 5 P ・ 5Q . 6 P ・ 6Q

富ケ沢 4号塚 21 J . 21 K . 22 J・22K

第 3節調査の経過

「秋田ふるさと村(仮称)J に所在する遺跡群の発掘調査は、平成 2年 5月 7

羽(月)から開始した。遺跡群のうち、塚の現況の地形測量と写真撮影から開始することにし、

4号塚かち地形測量を実施した(5 月訪日終了)。写真撮影は、 A~C窯跡も追加して行った。

5月日日(金)に横手市立旭公民館で作業員募集の説明会を開催したが、募集人員80名に対

し、 13名が参集したにすぎなかった。(その後も各方面に募集を呼びかけ』るが、農繁期・土木

工事の急増等によりなかなか増員できなかった。) 5月21B (月)より作業員を雇用し、

跡と 4号塚の下草メIJり、枝葉かたづ、けh を行い、 A窯跡の調査対象区域 (4，20011f)に測量用杭

(グリッド杭兼用)を19ラインを基準線として南北に10m間隔で、打設した。 5月23日(木)B

窯跡の調査対象区域 (4，200110にMラインを基準線として東西に10m

県企業局工務課から、工事工程上、 A窯跡→B窯跡→C窯跡→田久保下遺跡とし寸調査ス

ケジューノレをC窯跡・ B窯跡→A窯跡・田久保下遺跡、とし、う調査スケジュールに変更し、また、

塚も 1号塚を急いで欲しし、との話があった。このため、 5月28日(月)から工事工程に合せる

形でC窯跡と 1号塚を最初に調査することにし、 C窯跡 (2，900I1f) と1号塚 (40011-[)の下草

メIjりと

A~C 

Xラインを基準線として

とも下草刈りが終了し、表面観察すると、

。
たし

灰原部分は逆に地表面が蔚状地状に盛り上がっており、

跡のレベノレ原点を、県企業局工務課が水準点から誘引し、

点からヲ I~号、した。

5月21日には 9名だった作業員も 6月に入ると40名を超えるようになった。

6月 4日(月)から本格的にC窯跡の粗掘り作業を開始すると共に、窯体と灰原部分の現況

。

る

た

あ

〉

ざ

てし

-14 -



第 3章 発掘調査の概要

地形測量を縮尺 1: 50， 20cm等高線で、実施した。この頃、横手市教育委員会と

社による磁気探査のデモンストレーションがA~C窯跡と田久保下遺跡の 4 カ所で行われた。

l号塚は 5月10日(木)に現況の地形測量を縮尺 1: 50， 20cm等高線で、実施しており、

ベルトを設定して 6月11日(月)から

況地形測量を同条件で 6月13日まで実施し、

Lt.ニo B 

って設定されている前年度の試掘

トレンチ 2/本のトレンチを設定し、 4二 J ‘

1 J つ /~D
Eコ Z ア~.、_，- ，¥ 
勺 V~ -_) ¥;、に、 r.L

窯跡では01へー 100、 B 足跡では101~200、 C 窯i時では201 ~300、田久保下遺跡では301 ~4()() と

L、存遺跡毎に確認11聞に遺構略号をその前に付して遺構を呼称することにした。

6月20日(水) 1号塚に設定したトレンチ内で土師器斐形土器の破片が 1点出土した。この

ものと確認され、塚の盛土はそれ以降

(平安時代より以降)の所作と判断さ;hた。 8月22日(金)から C窯跡 SJ 201 

始し，たのまた、灰原部分は、 1rTI 1 mの小グリッドを設定し、遺物の実測 z 収納を開始したυ

7 月に入り作業員が80~90名となった。

7月 6日(金) C窯跡 SJ 201窯の窯体と灰原の遺物出土状況撮影。秋田

谷忠師助教授が、主主依の執碍留加古詩集沼117戸田サンプリン

7月11日(水)にはC窯l坊の粗掘りがほぼ終了し、 S1202竪穴住居跡、土坑 2基、

2碁その抱柱穴様ピ、ソト多数が検出された。

7月12日(木)から B窯跡、の調査を本格的に開始した。 7月14日(士)秋

が来跡し、 C窯跡sJ 201窯の熱残留地磁気測定用のサンプリングを行う。

7月24日(火)B窒跡ST 101・ SJ 102窯と

始した。 c窯跡 SJ 201窯の裁割りを実施し、窯の床面が 1枚であること、掘り方が存在しな

し、こと

ある 0

8月 1日(水) B窯跡SJ 101・

収納を開始。

した。 1号l家は、 であるが、 よること

り下げ、 1111 X 1111の小グリッドで遺物の

(国間チェッグ等を行い、 8月10Fl 

く、すく、版築したと考えられる地8月 6日(月) 4 

山ロームが検出された。

8月 8日(水) 4 

8月10日(金) 1 

8月2113 (火)

3枚出土(9日には更に 4枚出土)。

し、

また出土し合計10枚となる。

B S ] 101 した。

「
J
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8月24日(金)文化課長.?=r4名と鈴木俊男羽後町教育委員会係長、

来跡。

9月 4日(火)A窯跡の SJ 

開始。

9月6R (木i4 

田ふるさと

9月13日(本)から

よる地山の鴎り上りと判明し、 9月25日に調査を打ち切った。

9月18日(火)窯体切り取り保存について文化課-秋田ふるさと

と灰原の現況地形測量を縮尺 1: 50， 20cm等高線で、

ため来跡。県地域

戸プ戸ラ1二日記 仁-r_'7 

、L 目白 1m乙 Id... "'-0) 0 

企業局

J- し合いをした。

m
同

水

金

nH

口什

ハコ

1
i

1
i

つ山

月

月

9
0
7
L
 

s j も開始した。

4
t
e
A
 

A

ハv
q「け一

τ
E
J
 

Q
U
 

したが、現地表→F60cm支

土があり、窯体上の撹乱土にもキャタピラの跡等が認められた。

9月26日(水)湯沢市に在佳する郷土史研究者グループ「さ

ら15名)が来跡。

氏子充藤伊

9月27日

した0

10月 l白(月)田久保下遺跡で SJ 

した口

10月 2日(火)田久保下遺跡の平坦面に楕円形プランの土坑が南北に 5基並んで確認された。

4月の範開確認、時に 6世紀代の土師器が 2点出土した土坑で、ある。

2基、土坑 2 し、

して北側に 2 (S J 302・303)を

能性が考えられた。

10月 3 日 (オく) B 

確認された。

10月 9日(火)回

2長、 j鷲 4条、

10月13日(土)午後 2

灰)京から出土した蓑に るのが

l基、土坑25基、平

し、

ら「秋田ふるさと村J遺跡現地説明会を開催。

10月17日(水j 切り取り保存する

絡があった。田久保下遺跡の SK311 

10月19日(金) B窯跡SJ 

ることにしfこO

10月221=1 (月)

S j ることになったとの連

中山
4

S J し込んだ穴列と、炭化材列が検

F
h
u
 



第 3章発J臨調査の概要

出された。検出状況から天井部の粘土は架橋材の外側にのみ貼りつけられたと考えられた。

田久保下遺跡では須恵器窯、平窯、竪穴住居跡、土坑の検出・精査が続けられた。

10月29日(月) 2号塚 3号塚の精査開始。秋田大学鉱山学部鉱山地質学教室の学生が熱残

留地磁気測定試料のサンプリングを、 A窯跡・ 8窯跡・田久保下遺跡で行う (31日まで)。

10月31日(水'l A窯跡で須恵器窯 1基、平窯 2基、竪穴住居跡 l軒、土坑 2基、溝 4条(以

上工!?安時代)、 it坑22幕、プラスコ状士坑 l基(以上時期不明)を検出ー精査して調査を完了

Ltょ。時期不明土坑のうち l基の坑底に逆茂木の一部と考えられる木材が出土した。

11月 1日(木) 2号塚の東南側で須恵器壷の肩部破片が出土した。塚の盛土より下位の出土

であり、直接盛土の年代を示す資料とはならない(塚が平安時代より後年の所産とし、う資料に

はなる)。

11月9日(金)田久保下遺跡の S1 320竪穴住居跡の南側で一

住居跡内出土と判明。 SJ 303窯北側で遺構の重複が多く

後日、 S1 334竪穴

11月14日(水) 2号探と 3号塚の精査終了。

11月22日(木)秋田大学鉱山学部地質学教室の学生が田久保下遺跡の熱残留磁気測定試料の

サンプリンクボに来跡。

11月28日(水)田久保下遺跡で、古墳時代の土境墓 8基、平安時代の須恵器窯 3基、平窯 6

基、炭窯 1基、竪穴住居跡 8軒、掘立柱建物跡 l棟、溝状遺構 1条、土坑20基、焼土遺構 3

柱穴様ピット多数、粘土採掘坑 lカ所を精査し、発掘調査範囲内の地形測量を終了し、調査を

ヴ

i
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し

第ヰ関 秋田ふるさと村地内遺跡群の位置と立地
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第 l京発掘調査の概要

第 1章発掘調査の概要

第 1節遺跡の概観

された秋田ふるさと る遺跡の中で、最もケ

しており、 l南北にやや長L

る。 また、本三足跡の北約160mには、

B
 

P
川

、、，
4
&

.勺ノ

会により

73. 5~83. 8mあり、水田苗との比高は2.5~12. 8mである。

は浅い沢が入り込み、斜面の傾斜は比較的緩やかである。調査区の東側は、丘陵の裾にあたれ

降雨時には雨水の流路となる。

は、第 I層 第五層 第盟層:j也山である。第

I E層の厚さは、第 I層が 7~ lOcm、第五層がlO~20cmであるが、沢状の地形の北半

おいては、それぞれ
，-- _j... __，. 
V':__L'b {;)。

第 2節調査の方法と経過

秋田ふるさと村建設事業用地内には、建設工事用の杭が20m毎に設けられていたので、調査

はこの杭をそのまま利用することとした。調査にあたって、先の方眼(グリッド)杭を基準と

して、調査区内に 4m;く 4mになるように小グリッドを設定した。 遺構実mu、漬物の取りL(-f

ti、こ Lろクリッド ーしレ「〕行 、ては、 fJ、グ J) ト、をさらに 1m 1 

mの ら jむこJi罷に A~P のアルブァベットを小夕、 J) ッド名

付して取り上げることとした(第 3図参照)。

して 明らかにすること 置いて行った。

それとともに、!夫原の広がりとその遺物の

り変わりをとらえることを 11的としたc そこで、

のベルトをなるべく多く設定した。また、

な点が多いので、天井部構築材と

ることにより、

プ p 十"戸宅~ --l- 一!ι 下Tてシ'] -') <-CJ -、 ユ二

。
たし

20分の lないし10

分の lとしたが、

概ね以下のよう

1で行った。

円
ノ
U
M



五富ケ沢A窯助、

8月21日、粗掘りを開始。 9月4日、

開始。 9月 6EL須恵器窯跡と

った。 9月10日、須恵器窯跡(S J 01) 

ベルトを設定し、掘り下げを開始。 9月17目、灰原の第 1回目の遺物取り

日、窯体部の精査を行った。残存している遺物は、僅少であった。 9月21日、

も須恵器破片が出土してし、る。 9月27日、 S] 01土層断面の写真慌影を行った。

10月 1日、 SJ 01の断面図作成を行った。 10月3日、 SJ 01の完掘写真を撮影。 SJ 01の北

側に弧状の溝 l条、その内側にもう 1条講を検出し、それぞれ SD町、 SD03としたo 10月 4

日、 SJ 01の平面図を作成した。窯体天井部を構築する際、芯材を空き刺したと思われる穴を

した。さらに精査したところ、芯材が炭化して残っていることが判明 Ltこ。

プランを検出し、その状態で地形測量を

グリッド杭を打設する。遺構プランの検出作業も行

と の

った。 9月19

ら

10月8日、 S J 01の灰原の下カ忌ら、

臼、 SJ 04の断面図を作成し、

図を作成。

と思わi-tるプランを検出し、 SJ 04とした。 10月11

りあげた。 10月日目、 SJ 01の天井構築芯材;度の側面

土坑と思われる円形のプランを10数基検出した。 10月23日、

21 H16グリッドで、土坑と しSK14と Ltこところ、

をSJ 14~こ変更した。 10 月 26 日、 S K24とした土坑の底面の柱穴様のピット

Lた。 10月29日、 21H04グリッドで、竪穴住居j跡と推測される

み‘を検出 Lた (S1 32)。プヲン確認、時に了iてを削りすぎ、北西コーナ一部分

った。 10月31臼、 S1 32の平面図を{乍成し、調査を終了した。

したところ、

できなか

内
/
山

内
/
臼
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E 寓ヶ沢A窯跡

第 2章調査の記録

第 l節検出遺構と遺物

l 平安時代の遺構と遺物

平安時代に帰属する

6条である。これ

まっており、竪穴住居跡と l

( 1 )須恵器窯跡

S J 0 1須恵器窯跡(第 6~12図、図版 2 ~ 6) 

遺跡中央西側斜面、 19H19・20・24・25グリッドにおいて

地表面観察時にも、完全に埋まりきらない溝状のくぼみ(第 6

平窯跡 2基、感穴住居跡 l軒、土坑 2墓、溝

る君恵器烹lE!1J;の周辺にまと

している。

Ltこ。

が僅かに認められ

た。表土を除去し、その下の地山漸移層を出 Lた段階で、窯体のプランをほぼ確認した。

周回には、これを取り巻くように大小の溝が合計 6条、また、前庭部を閉むよう

様ピットが合計 8基、そして窯の下方には灰原が認められた。

、てみると、前庭部の標高が77.8m、煙出し部分の標高が79.6mあり、

北高差が1.8mである。前庭音I~ と煙出しのそれぞれの

と磁北とのなす角度は、 N 58
0 

- ¥"1となる。また、

らず、ややズレを生じる。

き口カミら煙iiflしまて、の全長363crn( 

し近くで、約60側、その抱で'a70~80crnである。断面図ヵ、ら、

とすると、この

してお

日で'102clll、煙出

き口から約 1mlま

ぼ水平に推移し、約23
0

の傾斜角 しずこ?去さら して煙出し
0
 

7
h
v
 

ら底面までの深さは、最大80crn前後で、ある。側壁部分の精査を行ったところ、

くる際に{吏用したと考えられる芯材が、炭化した状態で検出された。検出さ

両側壁とも25本である O ほぼ|司じ場所に、 2なし、 L3本がまとまっている場合もある。図上で

見る摂 i)、 まま対になるとするには難 L¥.、ところがある。

hることから、

ま7こ、

る底面と

されなくなった後、間もなく

を挟んで崩落した天井部がみら

だものと推測される。

って したところ、灰企か 合
4 した地山を認

めることができた。これは、

されて灰色に変化したこと

よって地山が熱を受けて酸化され、その内側はさらに還元

っている。

A
斗ふ

円
/
ω



第 2章調査の記録

~ 

( }，I~線:調査前の凹み、実中)ji: 言問先後上立i!ll ライン)

: 60 4 m 

第 6図 SJOl須恵器窯跡崩辺地形図(調査前)

25 
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国

第 2章調査の記録

C 79.300m 
D 

j'!vi移!吾 15

ハ
U-QJ

 
no 

pυ F 

111 

1 

S .J 0 1 

1 侶 色(lOYFU!4itii'l全然、炭化物曹がと 1'，つロク少旦合む

')色(1υY R2/2)粘性Jl荘、焼 L-mxnl苛む

3 渇 色(げ yヤ E4/4)バj炭良{化ヒ4物均.力焼uフブ1ロ ソJ ク.三究誌日壁『主1三少泣i社孔叩?合Tむむ俗

'1 口町l可引j行J;亦b伝十槌品色(S l=i_ミ 5/8)，~焼u上:二ブ}

日;に三よぶ、山し込1泣{立t渇色(はlドiI凡}山Yl只ι 炭{化仁物 -'j焼lザ涜f克t土少少‘i量量2台「む
おじ H)J1I'LM色(]()Y ノ引火山氏か

G 主!f， O，( 10 Y R 2/1 )'h'i竹崎_Þ，'t 十~ . i;)~ iヒ物少hiffむ
色(10 f{2/2ijjとiじ物.1J'[1.・窯壁少雨含む

色(10Y 去十

9 お色(7.5YR4i4)窯微 含 む

10 褐 色(7.5YH4/6)ii1
1i性信i、何，'t1-，やや多く‘楽町・炭化物少対

十み
に

11 色 H6;針枯1141告〈ホーゾボゾ、窯多泣に吉む

灰 色(10 した窯を玉体、炭化物少設?なむ

]:; iI月褐色(7. YH5/(i)締まり強、窯情多;互 に含む

1.] 此褐色!](l Y H r， '(j i焼一l'少呈含む

15 IIi1褐色(10YR3/4)炭化物微量合む

16 尚 色(75YH4/4)炭化物少量含む

17 協 色(7.5YH4/4-4/6)締まり強、炭化物j}技 ui含む

18 II(Hc/~色(l OY IO/4)151百と阿賀

19 .~!.~褐色(lO Y 113/2)炭化物・池山多量・焼二!こ微量含む

20 褐 色(lOYHL1/LI山ま 1)~~i 、炭化物・焼こ!:・地山多泣に含む

第 8図 S .j 01須恵器窯跡土層菌

門

J
t

nノ
ム



E 富ヶj尺A窯跡
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ー
山
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吋
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21 n古褐色(lOY よ)炭化物・焼こt少長含む

22 他色(10Y]HI4)小切;少量含む

23 褐色(lOYR4I6)地山を主とする

24 II~;褐色(WY R 小際多量に含む

25 IIf'i褐色(1υY R3I3-3I4)炭化物微量に含む

第 9図 S J 01須恵器察跡灰原土層図

-28 -

1 : 60 2m 



第10図 SJ01 寸須恵、器窯跡灰原の広がり

-29 -

第 2章調賓の記録

口赤変部分
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II 寓ケ沢A窯跡

h
H

一一Hvzu 
cJ) 

間
出箪 出状i克

らl主、

がU:l.::l二して L、る。 こ;j

きよう G

るいは去の直とから僅か 5点の け
咋 員 81玄i1 ) 

掻き出しを行ザフて、ムジし

λ

一己柴寸以
υ

川氏

L 、 jえさ 2j ，5 cm 、 !IJ高 142 へ.202cm でJちる νI}:~j語形 l 土、すり

鉢形で、確認問からの深さが79crnである。前庭部の南西側すなわち焚き口の左側の部分は、炭

化物、焼土粒、地山ブロックを含む土で‘埋め戻されている。そのごとを取り除いたところ、

された。このことから、前庭部の作り替えが少なくても l回行われたこと

が推測される。また、前庭部埋土中位に粒子ーの非常に細かい明黄褐色土が堆積している(5 a 

及び 5b層)。これは、火山灰と推測されるが、そうだとすると、

30 



第 2 主調 ~fび説

SJ Hd出( 造物の分布範|持i : 125 1
 

1
 

1
 

に
U

第i2限 S.j Oi し2簡での灰原@漬物の民がり

あたり、鍵になるものと言えるであろう

その民間カ e ら技庁iされた柱穴様ピットは、前!岩部で 3基 (p7.~--P 9 、前述の

ように財閥カミら 8基 (Pl P9) の合計i る。それぞれ P 1 : 36cm 16cm 

の細長し、掘り jるみの中に、 2基のピットが認められ、 aが径16Cl11 18cm、確認、面からの深さ(以

下同じ) 46.4cmo bが筏 8cm、深さ23.9cmo P 2 径16cmx 21cm、深さ61cmn P 3 : 33cm x 19 

CIllの細長い掘り込みの中に、 2基のピットが認められ、 aが径11~ 12cm、深さ58.9cmo bが径10

cm x 14cm、深さ60.3cmである。 P4 径19cm 23cm、深さ57.1cmo P 径18cmx 24cm、深さ69.2

31 



IT 言う ;!(A完跡、

cmo P6 : 67cmx93cII1の長11]形の掘り込λの中に、径17"-19c1l1、掘り込λの底面からの深さ 10

CII1のピヅトが認められた。 P7 径15cmx 18cm、前庭部の底出ーからの深さ27.2C1I10 P 8 径10

CII1 12cm、深さ21.8cmo P 9 径14cm、深さ8.3cm。

1)囲むように位寵する溝の規模は、 SD02が全長581cII1、幅38~70cll1、深さ1. 2~2 1. 4 

cmo S D03 :全長194cm 、 i福 16~29cll1、深さ 4. 8~8. 8cmo S D05 :全長155cm 、 111g; 36~66cm、深

さ7.2，，-1り.5cmoS D06 :全長 169cm 、 11I高 24~49cm、深さ 7.5九 19.2cm o S D09 :全長150cm、幅37

~43cm、深さ 36. 6~ 46. 2cmo S D:35 :全長228cm 、 11I面 35~80cm、深さ 2 1. 4~ 36. 1cmて、ある

灰原の下から、不整円形の落ち込みが検出された。その規模は、東西方向244cm、

155cm、J宰さ34cmである。

灰原の調査は、 10cm前後の深さで 4ないし 5回に分けて掘り下げ、上からそれぞれレベル l

~レベノ'"5とした。 りとげは、グリッド名と前述のレベル

た~~-..:. /l トの土居断面との対上じでは、 レベノ~ 1 ~以下 L 1とする)

Lt、二o

L2 L 

つ
み 6層の上半、 L4 6膚 L 5 

原の形成される様子をみると、 L5ないし 4では、

に対応する。そして、レベルごとに灰

に遺物が捨て

られている。 L3では、前庭部の下方に捨てられる量も増大するが、前庭部の左側(南側)に

も灰原が形成されてくる。 L2では、前庭部の下方と両側という範囲に拡大し、さら

両側にまで及んでくる(第12図参照)0 L 1でもその傾向にあまり変化はないが、

少してくる。この傾向は、器種にかかわらず同様である。

ら出土した遺物は大多数の須恵器とごく少量の土師器に大別できる。た

だし十師器ij:、:本窯で焼成されたのではなく、

れ、遺棄されたと理解している。

杯、高台付杯、蓋、査、髪、横瓶に分けられる。それぞれの出土量とレベルの関

1*をみると、し、ずれの器環においても L2またはL3におし、て著しく増大する。具体的に r個々

った工人などによってもたらさ

の重量をみると、杯類6ι8kg(57%)、蓋9.2kg(8 %)、萱類22.9kg(19%)、翠類18.8kg(16 

である。ニ:hは個体数ではなく、あくまで重量であるので即断はできないが、相対的に小

型である杯の重量が著しく多いことから、本窯跡で焼成された器種の主体をなすものは杯では

な刀、ったかと L、う推測ができる。このうち杯は、底部が糸切りのものとへラ切りのものがある

が、糸切りのものは非常に少数である。

冒頭のIL例で示したように、杯類、壷・

している個体をそれぞれ 1i屈体として数えてみると、

種別の個体数は次のようになる。

杯255個体(うちへラ切り 245、糸切り 10)、高台付杯43個体、

している個体、 まみ

つ臼
円
く
リ



第 2 調査ーの記録

15個体となる。この他、双耳杯の耳部 5点、蓋のうち l点は壷蓋(第19図36) と見られ、 38は

よりつまみの付されていない杯蓋である。護で外国にタタキE:Iをも

も少なく、殊にここで言う大棄は第26図78に示した波状文をも られる程

度で、残りは口径20---22cm前後の るとみられ、 るものと きょ

。
A
ノ

なお、 層位」を記しているが、出土量の多い19Hクリ

ット、、についてのみ、これを省略して記している。例えは、“19HOl"1-1¥土であれば "01" と略

している。

( 2 )平窯跡

S J 01 

を検出した。

S J 0 4平窯跡(第13図、図版 7) 

S J 01の灰原を精査中に、 19H18、19H23グリッド漸移層中でプランを検出した。

S J 01を取り巻くように位置する溝状遺構のーっと考え、灰原に設定した土層観察用ベノL トの

延長がちょうど本遺構のC D及びE-F断面に当たることから、それを残し掘り

した。摺り下げたところ、熱を受け焼土化した出が認められたことから、溝状遺構でないこと

と、 S132竪穴住居跡の南東約12mに l 基
円
/
臼

が明らカゐになり、 Jレト Lilましたのが、 A-B及びG-H断面である。

長円形のプランを有し、東西方向237cI11、南北方向 120~136cmの規模である。 A-B の断面

で見ると、東から前庭部、一段高くなって焚き口と燃焼部、そしてやや急な角度で立ち上がる

ることができる。前庭部は、 75cI11 x81cmの規模で、焚き口部との比高は20~25cm

である。使き口及び燃焼部は、 100Cl1lx 123c払確認向ーからの深さ33----<i7cm る。時ij庭

部担IJを除く壁と

~20数cm、約43
0

の角度で立ち上がるものと推測される。

原形を保ってL、ないが、 IjJ目。

火山灰(5 b層)が堆

しい。

しているが、面的な広がりは前述の調査経過から把握できなかった。

S J 01の灰原との関係で、は、本遺構の上に灰原が形成されていることから、 SJ 01がつくら

れる以前に本潰撞が機能(操業)していたものと推測される。

i里土中より土師器斐(第28図93)が出土している。

S J 1 4平窯跡(第13図、図版 8) 

21 H16グリッド地山漸移層でプランを検出した。平面形は、隅丸方形基調であるが、東側は

丸味を帯びている。規模は、東西方向138cm、高北方向112Cl1l、深さ 8~ 16cI11で、ある。東側の緩

し、傾斜角で底面に達する部分が前庭部、赤変硬化している部分が燃焼部と推測される。前庭部

は、 SJ 04のような掘り られない。燃焼部の掘り込みは、 、て 2段となっ

33 



亙寓ャ i尺A窯助、
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し

一一一一一-7o.::l()()日1

u 

日
‘-旬、ーー一

D 

S .J l) 4 

1 liJJ 1i'l褐色~泣褐色(lOYH6/6-

5/6 )締まり郎、小!徒出入

iザHlij色(WYHll/8はやま i)~~j 、

IJ、i僚出入

ili:け詰i色(lOYR 3/4 J1:[':-j'市liiかい

褐 色(1οY H -l砂:[たれf子関'

益出入

'1 11(';渇色(lOYR3 dλi じ~"JJli投足・

火LlIJ疋少;it出入

6 火1111'l;Z)弱

ぬ色(7.5Y Hιl 4 )hl i'[!J: ~TIi 、

ぉi'jまり段、炭化物ー火山)火少含

む、ーやJゃにぷ、く I)~、?をしている

8 にJごい黄褐色~褐色(lOYH5 4 

- キl!i性強、ま 1)yrtl、炭化

物段差合む

G H 
7δ.OUCllll 

日

巳

o 

F 

一一--りUm

S .] 1 4 

1 o'Hr日色(l()YR /3) 中心まり・1'11i'['l:0虫、かげiニ4め.JlliIU j;，'í.(少 Jjt~~む

2 m .~II; 色(lOYH 2/1 !*IIi'[1j:強、炭化物多:d:(二合む

l!iHM色(lOYH /4)炭化4勾ペJペJ 多く .'l:l'tこi少iit含む

4 褐 色(WYH4/4)炭化物やや多< .):)'t二!こ少合む

13図 S.j 04鯵 i
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第 2空調在の記録
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百山う iJ(A:芸i功、

ている。また、赤変硬化部分は、部分的にしか認められない。

ものと思われるが、失わ，hてしまっており不明である。埋土中には、

西側中央部にあった

と炭化物が含まれ

るが、焼土粒の量は多くなL、。また、天井部を形作っていたような構築材の混入は見られない。

( 3 )竪穴住居跡

工、遺跡北西部の緩斜面で l

S I 3 2竪穴住居跡(第14図、図版 8) 

表 Lを除去した段階で、 211 05ク 1) ソト

しただけーである。

を検出し、その し人 1- -ブ
I~ ζ 」 ノワ、

明確なプランをつかむことができなかった。そこで、数回にわたっ ル)
'
J

んつ

一
ザ

jを
世
品
川作

ころ、地山面で竪穴住居跡と推定されるプランの一部と柱穴を検出した。なおその際に、誤っ

て焼土も除去してしまった経緯がある。

プランは、方形と忠われ、明らかにできたのは、その北西コーナ一部分で

ある。西側の壁長は、推定で580cm、 ， 11 . 6 ~ 16. 8cmである。

は地ILiまで掘り込んで床としており、東側は地11jまで掘り込まれておら {l 

込んだ程度で床面としていたものと推測される。柱穴は、 P1~P9 まで検出されたが、 P 1 

~P5 びコーナ るものと される。 した段階で、検出した

うとすれば、カ竪穴住居跡の北側の壁近くに位置するものと忠われ、

マドの火床部であった可能性もある。

遺物は、 り上げたものは少なし としてグリッド名

して取り i二げたものが、 r したものが多し、。従って出土状況

が明確ではなし、資料も多t'iJ:、周辺の遺構・遺物の分布を見ると、第28図に示した個体は本竪

穴出土と考えて誤りはなし、と考えている。器種では、

( 4 ) 

る。

坑内出土遺物、埋土の状況から S101領恵器窯跡北側の 2基と見られる 0

S iくo7土坑(第15図、図版 9) 

19H25、20H21グリッド地山面で、円形のプランを検出した。本遺構の南側にある SK08と

切り合っており、 しL、。口 f~132cm x 167cm、深さ36~47cm、底{至88cm 98cm。埠土

している。黄褐色土中には、 1亮土粒、炭化物等がi十
可~、

混入しており、南側約 3~5m るSJ 01との関連も想像される。

埋土中から、 出ことしている。第41区1111は、羽二底音11に「一」の南端に小さ L、点が付

きfこO

図版 9) 

。
Sくo8土坑

19H25、20H2lグリッド地山田で、長円形のプラン した。 SK07と切り合っており、

CP51へ)
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第 2主主 調査の記録

S 1¥07・08

!:.I.¥tiib色(10YR2 2)キIli'H:白、炭化物少Xlt-;Tむ

2 1I{1褐色(10YR3/3)締ま 1)~Dl 

3 にぶいS!l:rEJ色(10YR5/4H:iiiま1)I]ji、もIi'ltなし

4 II)J賀福色(10 Y R 6 6 JiI1i'l/l:強、焼土・炭化物タ Jnーたむ

5 にぷい筒色 .SYR /4)炭化物少:社台む

6 褐 色(7.5YR4"4)炭化物少lt(、焼:仁ブロノグ多11l:にむ

7 褐 色(7.5YR ，!日)日~i ヒ Q'1J) • 九，'t-]二フロ υ ク少 h~~ ;?"む

一一一 79.400m

。

第15~ S K07 • 08土坑
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第 2章調査の記録

iff!jill 

。

百子干子 tE lh立 出二1:f立宣・!百位 l口筏1Iま任 最大住 r百t正nT!日:/J 残存率 Wl -一「書一J 、r
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第21図 5，，)01灰原出土土器(6)
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第 2章調査の記録
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第 2章調査の記録
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第 2主主 調査の記録
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立 富ケ沢A;顎跡
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第28図 S I 32 • S，J 04出土土器
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第 2意識古iの記録

占い。規模は、 r:::J径84cm>< 136cm、深さ31~38cm、底径68cm X 77cmで、ある。埋土は、

褐色土により占められている。掲色土中には、焼ナーブロック、炭化物が混入しており、

についても sJ 01との関連が想像される。

2 時期不明の遺構と遺物-土坑・フラスコ状土坑一(第29~諸国、図版10~15) 

フラスコ:1丈土坑 1基の計23基である。これら

られなかったことから時期不明として扱っているが、後で述べるようl十， 0、、

に、遺構の形態、 j望土の状態か

-r 
、し 2 まとめることとし、ここ L ソ去について触れてお

きたい。

埋土について

埋土は、 止ま

『。
らなる。そ;hらの土

してLτる場合が多

い。ま f二、

KI0・15・18・33)。これとは反文れこ、明ら

と見られる場合がある (S

る。てれは、

されるもので、 SK19 20・23地山プロックを

・24・28・29の6基がこれである。

②底面に掘り込まれたピットについて

22基の土坑の内、 7iまには底面ほぼ中央に柱穴:1夫ピットが掘り込まれている。 SK24ではピ

ット理土中から、木材が立ったままの状態で検出し、またSK34は、底面のピット部分の最下

層に炭化物を多く含んでし、る。

くしまってし、る

S K24ピットからは、棒状の木村を 6 した。木材は、坑底面に対 きvて

られたものと認められた。 遺存してし、た材の長さは8.g~ 11. 8cm、径は 3cm前後で、あり、

イこだきたL、。第39図94~97は、先端部を尖頭を意識した加工(削り)

がなされている。ピット

できなかった。これらの材については、

あることが明らかとなっている

⑤立地 s 配手Ij

しく、 ついて、こ しし

コナラとモクセイ科トネリコ

し、等高線にほほ沿うような配列をとっている。そして、いく

集まってひとつの単位を構成してし、るよう~こ推測される。調査医の北寄りの標高77~78mV::'- S 

K16 ・ 30 ・ 31、調査誌のほぼ中央部の標高75~77mに S K15・20・19・21・10・33、

東側の標高74~75mに S K29 ・ 28 ・ 24 ・ 23、調査区南寄りの標高76~78mに S K34・22・12・

11というように合計 4つの単位を認めることができる。

-51 -



五富ヶ主同

土坑の用途‘ る場合、 に設けられたピぃノトのi旦土中から検出された炭

化材が、唯一の手がかりとなるであろう。こ 合計 6 し の

で
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ヒット治ミ さJl三。これから推測されることは、

立て、そ し、 してくる

かと忠われる こ0)ょう てくると、これら

Jνh」Lノ/吋1ノ勺〉ノ U司 ヒ0 ・ソ ト L、土坑についても、

し穴と される。

三事、 富ケi尺A窯跡持出土坑 山Jヲ コ

ら、焔

13(川 15 I fI:1ト 42I 231 Iなし
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S KIU 

一一一 76.900111

S K 1 0 

1 褐色(lOYR 1) /4 iJli'i渇色火山灰(7)少最古む

1I{i褐色(lOYR3./

3 I間前掲}h.(10 Y R / 8 l:t1l!. LlIブロク

4 黒褐色(lOYR2/2)ギii'lt!:強、 j也UIノj、フ、ロソク少量含む

111行局色(luYR3/3)キr~ 'ji!:~rti 、 I也iJl:1主寸三少主i古「む
黒 色(lOYR 2/1 ):l'!Ii'!'Hil、!血111粒子少量含む

7 黒褐色(lOYR 3/1)お!dJ:強、地LLJ粒子少長含む

8 liji1を掲'e(10YR 6/8 )lr1itl:・締ま 1)強、 シ lしト I'[J~ を

J:l:E:lkに含む

9 1FtけどJ色(lOYR 3ノ/3)1';Ii'lt.おりまり強、地山粒子を少量
と、

J治2章調査の記録

78.S00Jll 

S K 1 1 

1 IlfA褐色(lOYR3/4)池山杭子多量・炭化物少量含む

')担1怠(10YR23)JIJ!.山粒子少量;含む

3 黒褐色(lOYR 2/  )地LlI粒子宮ブロ y ク少景含む

4 褐 色(1OYR4/4)柿まり強、 J也山粒子・炭化物少量含む

5 別賞褐色(lOYl{ 6/6 W(iまり強、 j也山ブロック多量に含む

fi m色(10YR 4/4)締まりー粘性治、山山ブロック少景含む

IりjjW褐色(1りYE6/6)締ま 1)~rtl、池山ブロック多;誌に含む

8 11'1' 1 三色(lO YR7/8)締ま 1) 強、地山 N:子・ブ口、ソク多量に~'-む

:1計局色(JOYRS/8i締まり強、地111粒子・フ口、ソク多量に含む

10 褐 色(lOYR1/ll)締まり・粘t!:強、地山フロック多量に含む

m 

) SK1u.il 
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富ヶ沢A窯跡豆

13 

一一一 75.(jlJl)lll 

4-)J:I)!，山'1:¥1ょうこ.ブ口、ソグ少量企む

31炭iヒ物少含む
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78盆()()り III

15 

一一-75.~)lJO Ill 

S K12 

1 褐 色(lUYR4 j粘性なし、地山粒子・ブ口、ソク少量含む

2 ]lr絞色(10Y H. 7/8 )地山ブロソク多量に含む

3 Il音 f見色 (10YE3 ， '4) 炭化物品よ也iJli'il.~f .ブロック少量含む

11 色(10YR2/1)地山ブロソク少量含む

5 にぶい賀褐色(10YR4/3l

6 黒 色(10YR L 1 )暗に額jU，、 4層よリ J也iJlの含有多い

7 Ufi1品色(lOYR3/3)キIII'Iij:強、池LLJ粒子・炭化物少最含む

8 1I音褐色(10Y R //:l) 7 )習に知 i以、 jy~化物含まない

9 褐 色(10Y j{ 4 4 Hlri'l{I:~rtl 、 j也山多量予言む
10 黄褐色(lOYR 5/6) 

11 U計局色(lOYR3 4) 

2 m 

S K15 

] #.t 色iluY R 2 1 j池山ブ口、ソク少量含む

2 11古褐色(lOYH 4)-I'l0e(lOYR4/〆 )f@ま i)泊、地Illj::f.子少色、

:l Ilfi褐色(lOYR3/:3)地山ブロック微量む

4 黒褐色(lOYj{ /1)締まり強、 J也山ブロック少一合む

5 黒褐色(lOYR2/2)地LLJ粒子・ブロック少荒含む

6 11計白色(lOYR3/3)締ま 1)強、地LLJブロック含む

7 寅褐色(lOY R /6)締ま 1)~!Íi 

8 111伝褐色(lOYH3/3)]也LLi杭 jこ少量台、む

。

SK12.13.15 土坑

d
斗
A

伊

h
J
U

第30図



一一一 77.2υυIII

、ヤシ/S K19 

100 l1i 

第:2主調査の記録

一一 7(-i700m 

S K 1 6 

1 黒 色(lOYR /イ 1l*ott強、地山粒子少量含む

2 褐 色(10YR44)宇I'i性・締まり強、シルト質土ブロリノク少量

含む

3 黒褐色(lOYR 3 2 )半Ili性強・地山ブロック多量に含む

4 R}j褐色(7.SYRS/6)締まり強

時短;色(lOYR 色(lOYR4，/4i粘位i強

6 黒褐色(10YR3/2)締まり強、池山ブロック少量含む

7 褐 色(10YR 4 6)締まり強、地LIIフロック少量含む

8 i#，間色(lOYR /2)地山ブロ ι ，ク多量に含む

S K 1 8 

1 黒褐色(lOYR3/ )キIli'l'll:強、火11I所ブロソグ(?)少軍合む

2 ~里 色(]OYR /1)締まり強、粘ヂ!:羽

3 黒褐色(lOYR 3/1 ) 

L1 黒褐色(10YR 3 2 )~U]:作品色 (10 Y R::i 3汁おま 1) • *lli性強

5 明賞褐色(10YR6/1i

6 r~j7ぷぬ色は .5YRS 6i亦渇色を主ずるよ也山之を主とする

7 f.L¥ 色(10Y I{ 2 1)長化物少量i守む

。
1 : 40 2m 
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立 富ケ沢A窯跡

S 1く19

l 崇褐色(1OYR3/1)t占性弱、池山粒子少量・炭化物微量含む

2 黒 色(lOYRl.7/1)炭化物微量含む

3 黒 色(lOYR2 1)締まり強、地山粒子少量含む

4 黒褐色(lOYR3 )尽く締まる、粘性弱、地山粒子少苛1:含む

5 褐 色(10YR4/4)粘性・締ま 1)強、地山ブロノク多量に含む

6 褐 色(lOYrH /4)5層に総jJ.:1，、池山ブ口、ソク5層上 1)やや少

7 褐 色(JOYR4/4)粘性強、シ)~ト ~PI土多最に含む

G主

S K 2 1 

1 黒褐色(]OYR 3)地山粒子少量含む

2 梨 色(10YRl.7/1)地山ブロック少量含む

3 ，~f~褐色 (10YR2/ ♂ 2 )地山 *\L~J二少量含む

4 11計局色(lOYR3/ 地山ブロヴク多に含む

I(円買褐色(lOYR6/6)地山ブロック多量に含む

目白色(lOYR5/S)締まり弱、シルト質ご多く含む

1肉声T褐o(10YR6/6)地山ブロック多量に含む

SK20 S ~褐色(10YR /8)締まり羽、シルト JI1r土多く含む

1 黒褐色(10YH3 2)炭化物微量含む り明黄褐色，(JOYR6/6)地山ブロい J ク多量に含む

2 黒 色(lOYR 2 1)締まり強、炭化物少量含む 10 特 色(5YH6/6)粘土強、締まり弱、白色村i上多く含む

3 黒褐色(lOYH2 締ま1)強 ※ JlliL]Jブロヴク

4 11言褐色(1りYR3/3j宇制全詰まり 5虫、よ也山粒子省ブロソク合7む

5 褐 色(lOYR 4 6 )*I~'I主・締まり強、小際少量む

G 褐色(7 ， 5Yl{4/4~-4/ (j)キ!lí'I'4: 0虫、シルト質ご1-.ブロ〆クに入る

7 黒褐色(lOYR 2 洋Ili性強、 61吾ブロノア出入

8 明言1;褐色(2.5YH 5/6)赤褐色を呈する地111土を主とする

土坑 SK20 21 
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調査の記議

一一一 75.100111 

第 2章

77. (j{)1) 111 

-，，-叫ー/'S K24 
C L.r つつ
1....) 1、'-- L ι」

l 黒 色(lOYHl.7/ 1 )締まり強、 j也山粒子少量含む

2 前半島色(lOYR3/ )締まり強、地山粒子・ブ口、ソクやや多く含

む

Iljff[j色(lOYH ::l /九 )*lli性強、 JmLLiブロソク多五ニ含む

11音褐色(lOYR3/3)-黒褐色(lOYR2/3)J也山校寸二多量に含む

にぶ いfjYi笠色(10YH5/4)

武!笠色(7.SYR7/SI

ゆ~fj'l褐色(1υY R 6 )締まり ~El

褐色(10YIl4/4)地 jLJt:L.j'-少量含む

3

4

5

己〉

7

8

S K 2 

1 IF{Hfl色(10'YPL 3// 地IIJ1':L子少量含む

2 黒 色(lOYJ12 1)締まi)日目、 j也1I1ブロゾク少量古む

j 1&¥ f'2， ( 1 U Y H 4 Hi'riまり強、地山フロ l〆ク多量にむ

4 IFi~褐色(lOYH3/3)締まり・粘性強、地山ブロック少量含む

5 賀福色(lOYH5/6)締ま 1) ・*llj性強、泌オくあり

v 2 111 。
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耳富ケd~A窯跡
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1 11(; 名目í!~( 10 Y Ft 3/3 iJ也111中止 f少iitrむ
2 }，f，t， 色(IOYR1.7/1)締まり曲
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SK27 
1 11部品色(lOYR 3 4)締まり強、中Ili性なし

2 黒褐色(lOYR2/2)

3 11)竹島色(lOYR 3/3 )粘性強、池山ブロソク少泣含む

。 2 111 
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第 2主主 調査の記録

A一一

ι''''s'a'』'''''!

nu 

一 一74.800m

A 
…一一74.600m

B 

SK2δ 

l H奇褐色(lOYR3/4)ギili性強、地山ブロ iソク少量含む

2 色(lOYR1.7/ 1 HIJitl二・締まり強、上部に地山ブロック

少量含む

3 U.ミ武褐色(lOYH '1/2 民〈おりまる、 j也L11ブロック少含む

4 褐 色(lOYI-¥4/4)ねitU虫、 1I習粒子少量含む

YIUi/2-!l /2 ま i) ・1rlí'/t~虫、 lil!. UJ7 ロ

ク少量含む、説水あ 1)

日
U

ぷ
U

A
t
 

c
一

D 

S 1く 9

1 iI去褐色川liYR ./4 :!'rJ1ぞt0rt!

2 褐色(10 Y R / 2 ) 'i'!Ii'J11: ~IÍl 

3 11計侶色(lOYH3/3i尽くおおまる、地山ブ口、ソク多:舌に含む

Iヅ己責褐色(10Y H 4〆2) 尽く締まる、地iJJ粒子多足に含む

間氾1色(lOYR 5 ミく締まる、 f白山ブ 1コ J ク多量にむ

6 ft;灰色(1ClYR /1) 

灰色(lOYR6/ 締まり ~rtl 、 *lli性なし

芯 色 ì~ ，-1 r/ iI )^*ll^j 'l'，~!-:~rtl 、 Jil!.山宇;i (1;'弄守む

。
日1
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立 富ケ沢A窯助、

一一一 77.S00111

一一一ー 77.500111

S K 3 1 

1 色(lOYR3 2)地山粒子多量に含む

2 黒 色(lOYRl.7/ 1)粘性強、地山ブロソク多く含む
:3褐色(lOYS2/2)締まり強

4 t& 色(10YR4/Ll)締まり・粘性強

5 事J:ot褐色(lOYH6/6lブロ、ソク:1犬に入うている
G 半島 色(lOYR 4 日)

7 にぷい黄楊色(IOYH /，1)地Uiブワリク多景に含む

8 "音褐色(lOYR 3 :3 )1'lli'ltJ:強、締まり弱、地LLJブロック多置に含む

SK 0 
1 治褐1~ (1 u Y S 3/;) )1'll í性 ~j昔、池山粒子少量含む

色(10YHl.7./1)キIli性・締まり強

3 Hi'~~*m色 (lOYR3/:3)締まり強、士山山ブロック多量に含む
/1 ，l.l:l; tfiJ色(lOYR 2 ノ 2):I' IIÎ'11~rtl 、地山づロ y ク多量に合む

iijj何ら色17 R o)締ま 1)grr~ 

6 褐 色(10Y 4/4 )1;r'rfま 1) .粘性強、地山粒子多量に合L‘

褐 色(JOYn 4 / el )J1l!.!l1ブ口、ソク多量に含む

。
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調査の記録第 2主主

FB大
UK

 

「

¥
U

3 ")粘性弱、地山粒少量・炭

SK34 

1 n奇褐色 (lOYR~)

化物微量含む

1 Hむドl'弱、 J二部に地LlJブロ

ゾク多量に含む

色i.5Y R 4 /:~ )粘性強、地山*:/子少量一合

む

lIi'i褐色(lOYR3/4河台1'1:強、池山ワロ 1ソク多量

=炭化物少量含む

IIffi'&¥色(luYR ::l /3)粘性強、おもま 1)弱、炭化物

・地山粒子多量に含む

lly褐色(lOYH /8) 

IJ月賞褐色 .5YR 

lり3ぷ褐色(5 Y B_ 5//8 )み:褐色を呈する地111=1::.

白色粘土を含む

2m 

色(lOY]{l当主

十品

六
日
一
円
jt

口。

SK33 

1 lIi 

2 黒褐色(りlOYF沢'{_ /2)炭化物少f長量1詰辻含むむ注

色(luYR之 1)*Ill七I~ ~rt! 

4 黒褐色ilOYE /2)締まり倍、地LlJ粒子少台、む

5 1J;c;出色(lOYR3/3)地山ブロック多量に含む

6 il音掲B(lOYR:3/4)抗日ま 1)弱、池山粒子多i孟に含む

7 1it褐色(lOYR /6) 

8 吉H&色(lOYE5/6)l也LLiブロソク多量に言、む

9 黒 色il0YR2/1)締まりなし、地山粒子多置に含む

10 1笠色(7.5YR6/8)

11 明ぬ色(7.5YR /6)粘性的、締まり弱、 j也山ブロック

三ι一
/'二口ふ嘗~ I':_I 

S K 33 • 34 土坑(9)
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亙富ヶi尺A窯跡

一一一 75.700111

十円ド
ん臼九日7u 

出土の遺物

1 縄文時代の遺物(第40図100)

ヶ
官
回

S K F 1 7 

1 11古褐色(lUYR :3/3 HJ1t5L土
3 黒 色(10YR2/1) ギ11 i'!{1二弱、地 111*:L~r .フロノク少量含む

3 黒褐色(lOYR 3/1 )òh1íヂt~~i 、地 111粒子剛ブロソク少量含む

4 黒 色作11i性強、地山*:()て少最古む

黒褐色(1υY R 3/ )中11i性YTIl、地山粒子・ブロソケ少量含む

6 褐色(10Y H :1 / 6 J ~吉U~ 色(10YR5/GJおじまり s虫、 Jm山ワロ! "7 
h 同，_

7 黒 色(](lYE 1.7 グ 1)*llj'111二 ~in 、締まりなし、地山ブロリク多足

に含む

8 褐色(10Y H 4/6 ) ~ j]i'lf~ 色(lO YH5/6)締まリリ虫、 I也 111 ブロソ

ク多量にむ(6民;より多い)

IlJl1!'l褐色(1りYR G G) 

10 l1}jlrn&色(lliYR6/お)締ま 1) 、シルト質土少量合む

11 褐色(lOYH5ノ 6) 

2m 

第秘密 フラスコ状土坑 S K F li 

2点、剥片 2

の19G. Hグ1) ッド亙膚で三ちる G

4点のみである。

100~主口 りがなさ:[Lている。

包f
。

ザ

(

)

して~、る。

2 

し、胎土には比較的多くの石英

LR らhる。 2点とも頁岩を壬i~オと

図)

2箱である。 s J 01灰原/:1=¥ごとを除けば、遺跡

る。土器類、の出土量はコンテナ

ら、土師器は、

北間部の 2ブロックにほぼ限られる。それは、 211 04・05グリット、、とこの南側の21H17・18

22、211 02グリッドである。 、。 s と き、
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第39図 S K24土坑出土木材

63 



E 寓々沢A;害時、

{走者は S1 32と、この南東約12m

後者出土の土師器には、杯、境、

ここで検出されている。ま

100 
( 1911 O::l) 

cm 10] 
(21 C(2) 

第40関遺構外出土遺物(1)

間の区域 1.立層で見つかっている。Y
-

，d cu 

f
h
d
 

8 

ミあり、内面を黒色処理した杯、域 21国体(106、107)は

されているが、内 5点は S] 01灰

110は、

原出土で、残り 3 点(l02~104)の内 2点は本区域から出土している。

した土師器杯の底部被片である。

認められる。 2本

したトレンチ内である。

をヲI¥，、ている。

101は、遺跡東端21G02グリット I層出土の

側面の 3面を使用している。

この{也、近世以降と見られる

主え
-
P
写
泣

ム内た土

S J 01灰

"""ナ('1Cご， d、 v

とする砥石である。図示面と両長

thu 

し、重量298gである。

している。陶磁器類は遺跡北側 I層で、 1点出

は、 S] 01灰原上回で、そ，h している。
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立 '高ケれA窯跡、

第 3章 小結

富ケ沢A窯跡の調査で検出された遺構の内訳は、平安時代の君恵器窯跡 l基、平窯跡 2基、

竪穴住居跡 1軒、土坑 2基、溝:!犬遺構 6条、時期不明の土坑22幕、フラスコ状土坑 l基である。

全長~i63cm と比較的小規模なものであったが、その構造を解明する上で大き

な成果を得ることができた。窯跡は、調査区内の最も急な斜面を利用し、地山を掘り込んだ半

地下式のものである。半地下式の窯は、天井部を別に造るわけ』であるが、そ

*æ~ 、木村を使って骨組みを行ったものと推測されている。調査では、骨組みの木村を突き刺し

たと思われる痕跡と炭化した材を検出することができたわけで、ある。この痕跡は、焚き口にあ

たる部分で同じ位置に箆数検出されてL、ること。さらに、前庭部がっくり替えられていたこと

なとから、窯体(天井)部分もっくり替えられているものと推測される。

項恵器窯跡の局留から検出された溝状遺構ニについては、その性格に不明な部分が多い。溝;伏

遺構は、窯助、の周囲に限って検出されており、それ以外には認められなL、。このことから、溝

状遺構と須恵器窯跡との関係が推測される程度である。

灰原とその周辺出土の遺物は、須;意器杯類(杯、高台付杯、双耳許:)、蓋類(杯蓋、

萱蓋)、萱類(長頚査)、斐類(中室、小斐)、横瓶などがある。重量から見て杯類、特に無台

の杯を主に生産していたことが推定できた。

時期不明とした土坑22基のうち、 SK25、SK27を除く 20基は、円筒形を呈するものであり、

その中の 8基につし、ては底面に柱穴様ピットを伴ってし、る。このピットからは逆茂木として用

いたと推測される木材を検出している (SK24)。この点から、底部にピットを有する土坑の
(註)

性格を狩猟用の臨し穴とすることができるであろう。この他の円筒形の土坑については、

にピットを有しないものの、分布、形態、埋土等に類似点が多く、陥し穴と推定される。但し、

土坑内から遺物は出土していないことから、時期の特定は不可能であった。

(詰)石間憲雄IfTTピット jについて(再論).11埼玉考古学論集 (1991)では、坑底ピットの捧:1大痕につ

レて、棒状埋設物に槍のような殺傷能力が認められないとして、坑口を覆う蓋や格子の支柱としての

機能を示唆している。
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第 l主主 発掘調賓の概要

第 l章発掘調査の概要

第 l節遺跡の概観

富メァ沢B窯跡は、南北に延びる細長い丘陵の南端、この丘陵を取り踏むように北側から延び

る2つの自然、谷の分水嶺南西斜面に位置する。「秋田ふるさと村(仮称)J建設予定区域ではほ

mの南西向き斜面の上半はかなりの急傾斜であるが、

となっている。須恵器窯跡は斜面上半に構築され、灰原は傾斜の変換する

区域に形成さ，hてし、た。緩斜面の下方には小さな涌水が幾っか点在し、そこから溢れで、た水が

流路を作っている G この流路の下方(北西側)の自然谷には厚さが 4m以上の良質な粘土が堆

している。

は、第 I層.

I層と第亙層の厚さは、第 I

増す傾向にある。

:地山である。第

5 10cm、第立 あるが、

第 2節 の方法と経過

ふるさと村建設工事用の杭が20m方眼で、打設されているので、その杭をそのまま大グリッド

杭に利用することにした。この20mx20mの大グリッドの中に 4mx4mの中グリッドを設定

したG 遺物の取り上げは、このグリッドを基準に行うこととしたが、特に灰原については、中

グリッドをさらに lmx1mのグリッドに16区分して、南東隅を出発点として南から北に、

の列から西の列に!I顕にA~P のアノL ファベットを付した小グリッドを設定した。灰原の遺物は、

ら削士してj毒物が面的に出土したところで小グリッド毎に収納し、そのときの遺物下面

のレベル し、これをレベル 1 (以下L1とする)と表現した。これを遺物が

出土しなくなるまでL12、L13， • • • L16と続けることとした。

らかにすることに重点を寵いて行った。それとともに、

灰原の広がりとその遺物の出土状況を記録することにより、遺物の時間的な移り変わりをとら

よる

るため、土層観察用ベルト

、天井部の架構方法に不明な点が多

した。

った。作成図面の縮尺は、 20分の lなし、し10

えることを目的とした。そこで、

をなるべく多く設定した。また、

いので、天井部架構材と

ル」
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分の lとしたが、登窯の調査吉trの地形測量図は50分の lで行っ t::..o

調査は、概ね以下のような経過で行われた。

5月9日に発掘調査前の全景写真を撮影した。 5月23日からNo.l2ラインを基準線として東西

10m毎の地形測量用の杭打ちを31日まで実施した。また、下草刈りを 6月 4日まで実施した。

現地形での観察では窯体は斜商の傾斜に沿って溝状に落ち込み、その下方に地面の高まりが見

ら;hた。 6月113 vこBM2からレベル原点を移動。 5日に下草等を除去して全景写真を撮影し

た。 11日から13日まで現地形の測量を行った。また、範臨確認持のトレンチを掘り返してプラ

ン確認に努めたが灰原上を通っているため、それより上方の斜面に範囲確認時のトレンチと平

行するトレンチを設定し、窯体 2基 (SJ 101、SJ 102) を確認した。 15日になって、東側の

S J 101窯より下方に、西側の SJ 102窯の煙出口があることが判明したが、 SJ 101窯と SJ 

102窯の新!日関係は不明であった。 28日にトレンチを精査したところ、 12L、12M、131¥11、13

豆、 14J、14区、 14Lで須恵器と土師器が少量出土した。

7 月 3 日から粗掘りを開始。 20 日から窯体区域に実1~U用杭を 1 mメッシュで打設しすこo 23日

に 2基の窯体と灰原に土層観察用ベルトを設定L、24日から SJ 101窯の)疋原の精査を開始し

た (L1 ) 0 27日に S] 101・ S] 102窯の周囲を粗掘りし、 SJ 102窯も灰原の精査を開始した

(L 1)08月 2日にL2 (S] 101、S] 102窯とも)、 6日にL3、9誌にL4を精査した。 20

日から L5の精査と S] 101窯の精査を開始し、窯体内の土層断面図を作成した。 24日から L

6" 28日から L7の精査を開始しfこ。 L7の下面が S] 101窯の灰原の底面であった。 29円か

らL8の精査を開始した。 30日に SJ 101窯の窯体掘り下げがほぼ終了した。焚口から推定煙

出口までの斜距離は6.5m、前庭部からは、 10.5mを測る。 31日から SJ 102窯の精査を開始し、

窯体内の土層断面図を作成した。また、 SJ 101窯の内部に残る遺物の出土状況写真を撮影し

た。

9月 l日から L9の精査、 2日に SJ 

tこL10、 8日にL11、10日にL

と、 L13の精笠を開始した。 13日にL14とL

口から前庭部の掘り下げを開始した。 4日

した。 11日から SJ 101窯の窯体平面図の作成

した。 L15の下面で灰原底面とな

る。底面に凹凸があり、恒!音sから出土した遺物をL16として扱った。 181=1から S] 

体平面簡を作成 Lt二。 21日から SJ 101窯、 SJ 102窯の前庭部を精査したo 26日に SJ 

るSK103 . 104士坑を精査し1こところ、 SK104はSJ 102窯に付属する溝状の

施設で排水用溝か作業用道路かと思われた。 21日に SJ 102窯の完掘写真と、 SJ 101窯、 S] 

102窯の完掘後の全景写真を撮影し、 した。

「秋田ふるさと ることになり、 10月17日に S] 102窯

を保存のため埋めもどした。
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第 2章調査の記録

l節検出遺構と遺物

L 

ケ沢B窯跡で検出さJノ1た遺構は、

:1犬遺構-柱穴:1犬ピットがあ i入

ても均十ーの観察から、窯と|寸

( 1 )須恵器窯跡

つ S J 101 . 102(工、

現状でも 2

の盛り上がりを確認できるo

S J 1 0 1須恵器窯跡

2基及びこの周辺に構築された土坑 2基、溝

と、

図版20~25)

る施設と考えている。また土坑につい

る。

られており、

と考えられる

遺跡中央東側、 13Kグリッド地山面で検出した。西側に隣接して sJ 102が位置している。

確認面での標高は、煙出部分で81.6m、焚口部分で79.3m、比高差2.3mである。

線に直交するように構築され、窯中軸線はN-54
0 

- Eを示す。精査により、壁面は 2時期あ

ることが判明した。

窯の規模は、煙出部分から前庭部端までの全長が10.6m、 される焚口部分までの窯体長

は7.8mとなる。窯幅は燃焼部で、古期1.4m、新期1.2m、焼成部で古期1.3~ 1. 6m、新期1.1~1.4

m、煙出部では古期1.1m、新期 1m となる。新期の窯は、従来の援の古r~分 fこ地山土やスサ

入り粘土などを貼って補修-改築しており、古期の窯i陪より幾分狭くなっている。ただし、床

面は側壁と対応せず 1枚であった。煙出~焚口部は床面-側壁ともに還元状態にあり、著しく

硬化してレる。燃焼部にあたる 長さ1.65m、臨0.9111の楕円状に掘り込まれ、この

部分のみ還元面が失われてし、る。製品、炭や灰などを取り出す際に窪んだ結果と見ている。焼

成部は斜度20
0
~250 で立ち上がってしべ。煙出部はピットなどのよ部施設を想起させる遺構は

検出できなかったが、煙出先端部から焼成部に向かう 30cm程の間の床面は平らとなっている。

さらに側壁の精査により、架構材と思われる炭化材、小穴を焚口~煙出部分の間で確認した。

焚口に立って左手(左壁)で34本、右壁で33本、計67本の材・小穴を検出した。この材-

はほぼ垂直な壁面に沿ってまっすぐに穿たれており、際立って内側に傾くといった例はない。

また小穴の間隔はお~25cm程で、あるが、 2 時期の壁と小穴がし、かに対応するのかは不明である。

炭化材が小穴内に数cm~10数cmの高さで良好に遺存していたのは第44図に付した鱗印で12本あ
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田富ヤ i)(B;定跡、

る。他の大部分は小穴内に材の基iif5のみ残っており、 O印をしてある。 Or=rJは小穴のみの確認

である。小穴 1本当たりの径は2.5----4 crnのIIJ形を呈してし、るが、焚口に近L、1・3・62・64

・67の 5本は飽に比して径が大きく 5~5. 5cmあり、上屋構造を考える上でも重要な遺構であ

ろう。なお左壁の21は長さ 5cm、11I高2cm程の板状を示している。

前庭部は、焚口の前面に長さ2.8m、Ipi2 m程の惰円形の掘り込みを伴って存在する。前庭

主焚口部床面より 70cm{l:f;L、。前庭部掘り込みにあたっては、次の工程を経てレる。すな

わち、おそらく主体制高1]の際の庵 1-.(地山 1..) を前庭部に厚さO.3~O. 5m、径 5m程の範囲に

盛る。結果、前陸部分の傾斜は緩やかとなる。この後楕円形の掘り込みを行ない、完成となる。

の盛土には、幅O.4ml前後、長さ約3.8m、深さ0.25--0.4mの溝が摺られている。底

しく、地山土でー気に埋められている。灰原はこの上に形成されていることから、

係わりあるとしても、第 l田口の窯出し時には既に埋まっていたことになる。

3本の柱穴状ピットが位置する。?を述する sJ 102のように対になるように

きなかったが、前庭部に架かる上震の柱穴の一部をなしていたと推定しておきたL、。

している。重量的には

斐類76%、杯類20%、壷類 3%、蓋類 1%で

あるいは埋士巾より

総計約39.9kgであり、その器種別

ある。 個体数で、は杯類が321間体あり、そのいずれもが底部に回転へラ切り痕.跡を摺める。床面

出土の:ナ同器は、焼け歪みの著しいもの、士器と誌の粘土または土器どうしが溶着している例が

多く、これらの中には焼台として二次利用されたものも含まれていると考えられる。

7m程の暗褐負~黒褐色を皐する灰原が広がる。灰原層の)享さは20cm前後

である。 sJ 101の灰原は SJ 102のそれと重複しており、平面・断詣観察の結果によっても、

新旧関係などは明らかにで、きず、遺棄された土器がどちらの窯で焼成されたのかについても不

明と言わざるを得ない。

S J 1 0 2須恵器窯跡(第46・47問、図版20--22、26--28)

遺跡中央東側、 13Lグリッド地山面で検出した。東側に隣接してsJ 101 している。

二
j

f
v
 

は、煙m部分で'79.9m、焚口部分て.77.8m、

され、 三塁仁j二i 車fB 線~;t N 41
o

-E 

ることが判明しfこ。

煙出部分から前陸部端までの全長が8.1m、

ハソトム と牒焼部か

される焚口部分ま

は5.4mとなる。窯11屈は燃焼部で古期1.05m、新期 1m、焼成部で古期0.9--1. 15m、新期0.8

--1.05m、煙出部では古期0.8m、新期0.6mとなる。新期の窯は、従来の壁 特に東側の壁

煙出~焚口

って補修

り、

しており、古期の窯11I高より幾分狭い。

しく硬化している。燃焼部にあたる床面

スサ入り

とも

94 
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には、 h:ーさ1.4m 、 11I話O.7m の楕 IfJ状に掘り込まれ、この吉li苛の Jな還元函が失われて~、る。焼成

部は斜度30
0

前後で立ち上がる。

さらに側壁の精査により、架構材と思われる炭イヒ材、小穴を焚口~煙出部分の間で確認した。

日に立って左手(左壁)で24本、右壁で22本、計-46本の材-小穴を検出した。小穴の間隔は

S J 101と比較してばらつきが多く、燃焼部ではまばらであるのに対し、焼成部では近接して

穿たれている。炭イヒ材が小穴内に良好に遺存していたのは焚口部の 2本のみであり、他の大部

分はO印の小穴のみの確認である。ノト穴 l本当たりの大きさは SJ 101と近似するが、形態的

には円形以外に、 14・16----18・21・24・27・31の8本は寸互3.5cm程の方形、 28・29は 4x 5 

している。焚口に近い 3と45、焼成部の 4と44はほぼ相対する位震にあり、他

に比して径が大きく 5~5. 5cmあり、 SJ 101例同様上屋構造を考える上で示唆するものがある。

前躍部は、焚口の両脇に袋~I犬の掘り込みと前面に長さ 2.7m 、 rp高2.2m程の逆三角形掘り込み

を伴って存在する。第46図に示した前庭部の形状は構築当初(第 l次)のものであり、同底面

は焚口部床面より 25cm下がってし、る。平面的には明確にできなかったが、断商から観察して、

第 2次の焚口~前庭部床面は、第 1次の操業で製品化されなかった土器、焼土、炭化物、灰な

どの層(灰原14層)の f二に壁ゃ天井の粘土ゃ地山土(16層)を軍七、て堅く締め、 35cm程のかさ

上げを行ってし、る O この段階で焚口と前庭部の段差はなくな仁かつ前庭部の長さも第 1次に

比べ約80cm短くなって L、る。この後に前庭部の窪みに灰山色の火山灰が流入・堆覆する

図)。

口 ~mîl証音15向械には 9 本の柱穴;[犬ピット(径15~25cm、深さ 16~45cm) が検出された。そ

の配置から、 P1とP5・6， P 2とP7・8、P3とP9がそれぞれ対応しそうであり、 3

対でこの部分に上屋などの施設があったのではないかと想定できる。

の遺物は、埋土中には比較的多く(重量で約15kg)含まれていたが、床面出土の遺物一

く、燃焼部とここに舟底状に掘られている土坑内で少量確認されている

にすぎない。個体数では、杯類で23(ヘヲ切り 11、糸切り 10、不明 l、双耳杯 1)である。

1m、南北約 9mの炭化物と土器が多く 1=1につく

が広がっている。形成された灰原

るsJ 101前面の灰原(径約 7m) と

きなかった。

る。本灰原は、前述のように東側斜面上

してお久両者の新!日関係を明らかにで

低い丘状を呈する灰原は、 のベルトを設け¥機同的に 5~- 6 cmを 1層(レベノレ 1

==Lい とし て 1m四方のIJ、グリット、単位で遺物を取り上げてし、る。最終的にはL1 ~ L 16を

数えた。土層観察によって灰原はその層境は明確ではないものの、 3 層(第47図 2~4 謄)に

分けh られた。それぞれの層は、灰原 2 層が L1~L4~こ、同 3 膚が L 5 ----L 13に、同 4層がL14 
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盟富ケ沢B窯跡

!氏!尿

周辺部の遺物集中

※周辺部の造物集中区域は、灰原同様
多憶に遺物が廃棄されてl...~;るが、灰

!京のように炭・灰などがあまり捨て
られてない匿域を指す

111 

第48関 S J 101.102灰原および毘辺部平菌凶
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日日
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ρ
し

第 2章調査の記録

SJ102 

()夫 ~I'.

1 11('1尚色(]りYH:3.1)1:川jなどたまず、制11かいJ:¥'t1:を多くたむ、しまりベコゃあり、ド位

ほどiii人物少なくなり、 1では仇 L山とたま

O!l治色(1OYHS(i)、に.)，ぃ-llY桁色(lUYl¥lii
3)!J、つロソク :1たの立心したりにづ也山なと

を主体とする

3 褐色17.5YH4i6)J:¥'LIーをごiミ{ノドとし、2・41Mに什まれるI:fi:Hなどはあまり l認められないラ

4 21i¥Iとほぼ !iiJじ
5 尚色(げII刊OYH16i!ト停:f今
(:i 'j]か、?潟品〔色:立~ !ア!日'('1 、).):げM椛f史史e1 ブ戸ロ ノ ケを i七:とすす→る しま iり)るプカ)'、、ボ、ソJI点十七、巴ソJノLてい1;)

7 t品色(1lIYF¥4'llJtl!.山1，'I(.I，)!:iヒ物をJ);I:I)υニペコや多く ;'fむハ

8 _l.l.\出色 (10Y!{~ ~)炭化物を ì. 14o:_l::る

りにぶL・l!ltM色(lO¥'H.-l:; 1.ー足化物を多、 f了む c i: Yif 

10 色'1OYH4i!ij)妥と 1，司口

11にぶいtl'{i't¥色(10¥代4/:3H:¥U:・炭ilJ勾はり!討よ 1)多くたむ

12 1リJtl'lN~) 色 (ll)YIl()/(ì~ 6/8) 火 1I11バを主とする σ|斗 1(，)卜.rtJi i 土、ド JII で 1:\( くおもまる、前~):大

q":liIiか 1

1:3 ftj 色(lOYH4/6)1也 LLJ 二!こと焼二L cT)il~合土

1 t .11.1，地色(]()YH.2 '三川、わゆる川IJi層、炭化物..):..'(1.・一I-_-(，(fなどを多く古む-

15武尚色(10YH5/G) 炭化物・焼~!宇少[1\ふたむ
lG 切出色(7.511f5f(;)}渇む( .5YH4勺)\:!';~ ，j 十位!'.・炭化!仰の ~JL{?-I'_ 、 1:\1.くおí'j まり抗日

;土:ぴ)I~..: Ifliか

SJ 1021ヅ(1);( 

l 君主!二

2 にい11'Lt1占色(1 OY Fl4/:~)- 潟色 (]OYFl4/ij)!民Ii~(]I¥r，; 

N.\f~) 色 (]O\!(2 i 2l)火1);(21語、 l~{f(;:.焼 L・炭化物を11主も多/九、む

-1 IliTt品色(lOi-R31-1:)火IJ¥U問。

77 .600m 

m 

第49図 SJ101 • 102灰原土層断面図
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国富ヶ沢B窯跡

~L16にほぼ対比でき、 21女の床面との係わりでは、第 l 次床面に対応する灰原は 3~4 層 (L

5 ~ L 16) 、第 2 次床面に対応する灰原は 2 層 (L1~L4) となる。

灰原及び周辺部での遺物の出土状況は一律ではなく、 1mIB方の器種別j重量分布をレベル毎

して見ると、斐類では L16~ 7では主に灰原中央から西側(13L 08・09・13・14グリッ

ド)に廃棄されているのに対し、 L6より上位では、灰原より窯両脇の問辺部(炭化物・灰な

り捨てられていない部分、 13L10・04グリット、、など)により多く廃棄されてし、る G また

L 16~ 12では灰原中央カミら南側(13L 09・08グリッドなど)に多く廃棄されているの

に対し、 Lll---8では灰原でも焚 iコに近い部分 03L 09 . 14グリ、ソドなど}に多く捨てられる

ようになり、 L7より上位では窯周辺部、特に13L 10・15グリ、ソト、、を中心とする部分に多く

棄されていることが分かった。いずれにしても、窯出しに際して製品としての価値を有しなか

った土器は、

であるが、

ていくようになる、と

され、!更原を形成していくの

き出すのに、 ト器は議}青li刀の

ることができょう(第50図参照)。

してし、る。確認出での幅0.8~1.2m 、ま

Ltニ施設と られる。

簡は幅30crn前後で平担、堅く踏み締められている。このことから、 Lや

ための足場として

重量:にして約1

ることもできる。

られた。器種では、 杯

JL:口

蓋類(約851くね土器な

kg)、杯類41.3% (約、 (約、蓋類1. (約となる。

の歩留まりが各器種同一であるとすれば、重量すなわち使用し

成された器種の主体をなすのは、明らかに護類と杯全買と判断できょう。ま

2466個体、蓋類223個体、護類101個体、壷類1191自体となる

i今、底部の切り離しは、ヘラ切り 2093個体、

ら見て

杯類

(個

り3701固体、

第 2去静止糸切り 3

りから判断される使用のロケロ向転方向:去、 2-_ 3例を除L、

7こ全てが右回転のロクロを用いている。静止糸切り技法の杯は、少ない例ではある

ではここだけで確認されている。

第114閣の土師器は、基本的には項恵器工人により

されたと解している。ただ591は、土師j器とし

され還元化した資料で、ある。

まh、

され らかの原因

ハ
υ

ハ
υ

e
t
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直富ケ沢B窯跡
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江')京 謂在〈プコ記録

なお、主u[1J凶ドの腕ミi二;土日1¥土位置を記してL、るが、/1¥二i二量u)多い13L夕、リ

ソドにつし、ては、これを省略して記してし、る。例えば“13L 01" /:[-:¥土で、あればただ“01" とi略

してL、る。

( 2 ) 

く o3 土坑(き~53図、図版32)

s J 102煙出部北側、 13K25グリッド地山面で検出した。規模は長さ1.2m、11属1mの[::tl形を

呈し、確認面からの深さは0.48mである。:i里土は基本的には地山の二次堆積土であ i)、

のS 104溝と間質で、ある。土坑中央には須恵器大葉 1個体(第55図22)が潰れているがlE立

の状態で出土した。

Iく 105土坑(第53図、図版32)

S 1102煙同部北側、 14L01、14 21グリ、ソト]也山商で検出した。

レンチで一部失われているが、長さ 1.65m、11I高1.1m 

らの深さaO.45mである。埋士 223層は SK103、 S 104と

ると思わ;/Lる。

0
 

7
9
 

坑内より )が出 1..してし、る。

つ

富ケ{尺B 2 及ひその灰!京でほほII=iめられており、

の遺物l工、ごく少量である。しかもその大半を占める須恵器は、遺構の配置を考えれば、

る遺物と想定できる。

まれた王子安時代以外の時期の遺物は、灰原内に紛れ込んだ縄文土器片 l点、争Ij片 2点、

ら出土しているだけである。
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第 2章調査の記録
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第52密遺構内出土土器
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出寓ケ iバB:実湖、

S K 10:ぅ

1 Fltf0色!j()'{ R K !J也1I1の :!~lfHú 1、色ゴ}， j(1 

o 

Y 11 7/8川I'y[v--r火LLJI長)をつり iノク :jJ::、怖 1-.

を HE:j止に多く、 i}~iヒ物を~/"告たむοr はた!JII，疋、

'J:，t._1二をfTまむ

m 

トレシチ

一一一-KCI.7(1)1ll

S K 105 

j'E¥ i:::' ( 10 Y R 1 . 6 jしま i)ベコく

主てi品色(10Y l{ 5/6 ) !i'j:'[i什、r'i~j'- ，まけあり、炭化物少

寺む

IJJHg色(7. 11 /6)1也は!の二;j~jtfE't十ーかJ!とit!I:'D少
円工ピ'1 'LJ

第話題 S Kl部.I 05土坑

- 106 



第 2章調査の記録

() 

第55図遺構内出土土器(ヰ)

]07 



車富ヶJ尺8窯跡

員千ザ ~if 傾

~l~i . J手o1 

26 

仔?只( . J不BL: 

j手/¥3

27 ;t1・Jイ、/¥3

28 ;'j'(. jイ、/¥0

• J不/¥0

30 ij'[‘:1;(;A 0 

31 ;1'( . J{: /"~ 0 

32 ョミ o 

‘白)曳 ;j'(・ 1イ、入 u

須.Jイ、AU

:35 m.jイ、A0 

:36 な1・1ィ;入。

37 ;'j，\・ 1ィ'~/\ 0 

38 須.jイ、 /¥0

つゥ
ム"'

H¥Lf、.I詳b7:

L 、 LlO、 L8 

L4 

10 4 

10-L 5 

09-L 16 

o良一 L16・lS

08 L15・14‘09 Lll 

08-Ll6・15

HL06…LlG 

lりし 1o.14LUl-L1o・lU.14 LUl)-L 16 

09-L 16・15

04ーし 12、08-L 15・14、09.L 11 

08. Ll5 

08-L 15、09-L 11 

08-L 15・ .LlO 

S 101 1 

- 108 

口 )弐 出i埼 〆勺b' 

110.8 () 円 1う Hn
11.0 4.8 4.0 104 

11 し戸;-， 3009 

1).1 
、

114 

11.5 6.お :1. ] :1386 

1 7.0 つ】

1122.4 2 
7.0 パ円】F 

-つ ，). ，:::; 

lL.6 】 . ，j ， )ι~ö~コ} 

12. V 7υ 1.乙 ;):~77 

13.2 9.0 ，7 3381 

11.5 6.8 :3.2 :3347 

11. 5 .81 3.1 :33(:37 

11. 6 7.0 :-3. :3340 

11. 7 6.8 o 3335 



第 2章調査の記課
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第 2京調査の記録
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田富ぅ沢B窯跡

i高L号 持 極 出土位置・層位 仁i径 底径 一行札E口"1元日G f花

93 ;J~ .J+ A 0 09-L 14. L 12 14. () 7.4 LO JdJム刀r;ヲ

94 筑 .J不AO 09-Ll3'lL14-L12・8 11.6 .6 2.9 :1210 

951 ~j"( .1不 û 14-L 1:ヨ 12.2 7.0 3.2 3211 

96 ;.1ミ.1ィ;Au 03-Ll3'-1l、08Ll1 d'J q ム 3241 

97 ;J'i.上下人() 14-L 13 12.2 .2 火惇あり 「写J :3262 

~)81 ;f( .r(. A 0 08-L13 12.3 7.0 リつ つ] r'写J 3258 

99 ;}i・Iィ， AO 08-L 13 12.4 7.1 4つ4 門1 :写J:3259 

100 須.J不/"， O Ll3 12.4 7.() .9 1 i]j 3261 

101 坑 l{A0 L 1:'1 12 _4 6.G J一、-門i :~22G 

102 ;J'(・H;I¥.O 14-L 1:3 i lL. 5 7.4 J 0 ぅ

103 ;J~ ・ J不 AO 14-Ll3 5 6.8 そつJ.0っ Jでe1:I:つ3つ24ι8

104 須..1手 AO 13-L 13 12.5 民自 6 3236 

105 演.1不AO 14-L 13 12. 62 eつj 【8 326G 

lOG 演 .J不AO 08 L13 12.6 G.2 2.8 :3218 

107 Wl.1不AO 14-L 13 12.G 7.2 3220 

108 ;p・J不/¥0 09-L 13 12.6 6.6 3. 321G 

109 ;J'( .1不AO 09-L 13 12.6 6.6 3.7 3240 

110 ;j"(・j不/¥0 Ll3 6 G.G 3.7 3243 

第60図 5J 101 102灰原出土土器(5)
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第 2章調査の記録

千存号 器問 H¥:LIi!:ft民・層{立 円程 }な任I'}，臼ii'→i% f!士rfi %.-

111 ・J不AO り4-L12，08-L13 7 7.4 2.8 日て2つ】つ~~つ

112 年i.iィ、 AO 14- 13 12.7 b.::J 「ヨ手J 3209 

113 な7・J不AO 14 し13 12.81 6お 3.3 3251 

114 ・JTA0 09-Ll3 12.81 G.4 3.G 行Eコム口35

115 31'1: .J不AO 09-L 13 13.0 7.0 J.ο " 「写J 3250 

11116 7 
;j'l.J不AO 14-L 13 13.0 7.0 3.3 3219 

m .j;(; 0 Ll3 13.0 6.6 3.9 3237 

118 筑 .J下AO 09 L13 lつd つd 6.0 3. 9 3215 

119 九(.J(; 。14LJ:l J:l. :l 6.6 4.4 321iO 

120 ・白 ぶ(~ /¥ 0 し13 13，4 7.2 3.2 3263 

121 ~j'( .1f A 0 09-Ln B.r1 8.0 :3，7 :3227 

11233 2 な加j'・Jj イ不LA A O O 
14-L 13 13.6 8.4 2.9 3269 

08-L 12、13-LlO 11.3 6.1 3.3 3153 

124 穿(.J不AO 04- 12 12，2 7.8 2.6 3175 

125 な・上下 A0 09-Ll2 12.2 6.0 2，8 3158 

126 な1・j不AO 13-L 12・11 12.3 7.2 3.0 「写J 3186 

127 な1・J不AO 14-L12 12.3 6.8 3.2 3185 

m・j不AO 13 L 12・11 12.3 6.8 3.7 3163 

第61図 50101ぺ02灰原出土土器(6)
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盟宮ケ沢B窯跡
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し

1641坑 .Jイ、人 oI 08 し

第63密 5J101 
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第 2章調査内記録

3206 

3]66 

3174 
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堕富ケ沢B窯跡
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第 2章調務!の記録

!日干号 盟 tll=l:位:亙層 111モIJ定怪 1lg円1河 {結 オJチ

183 'J'l.J( A 0 14 し10 11 5 ().1 3.3 3114 

184 子、 AO 13-L 、14-L JU J内 :'lO~)日

185 !['(.Jイ、 AO 11 LlO 12.4 8 :3. f:t}-J 3117 

186 な 円、 A 08-L 10 12.5 ~. ~J 3120 

187 ;n.j;f: A 0 L 10・9 12.6 7.0 3.1 3108 

188 えl'Jノ下 AO 08. L 10 12.1) 1:I.7 3 3096 

189 ;1'[.J不入。 14-L 10 112.7 b.九 4.0 3107 

190 ザ1・j巨人 '()1-L 10 12.8 /ι ， 3.0 3109 

EJl ・j不Au 1. 1 n つc) 門 .i Jnp D 3105 

19~ ツ_N.l"下i¥0 14- 12.0 勺P ム凸 リ，- 与 3078

193 ザトJ，下 Ao 1;1-L0・ぉ 12.5 7.1 28 3070 

194 ;rt.j(; A 0 1:3 LS.14 Lリ・8 12.6 3.0 3un 

195 ;j'[.Jノド A 0 14-LCJ・8、15-L9・8 12.6 6.8 3.8 3065 

196 ;f(.Jィ:A 0 03-L~).()お L9 6.4 3 1 「主主 3076

197 な1・1.(:A 0 11-L9 7 6.0 4.1 3062 

198 ザ1・j不AO 14-LCJ 12.8 7.6 4.1 3080 

199 ザトjィ;A 0 WJ-LCJ 12.9 7.4 1 ')(1率二あ 1) 3068 

2()0 年[.Jイ、 A0 L ~) 1:l.。 9 1 3074 

第65図 SJ 10寸02E足腰出
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阻富ケ沢B窯跡

!I-/---'!卜j，'r!音・層iな

第66関 S，J 101.102灰原出土土器(11)

118 
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第 2京調 jft'のcι

第67沼
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直富ケ沢B窯跡

第68図 S，J 101.102灰原出土土器(13)
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第 2予言 調査の記録

第69図 S.Jl01.102灰原出土土器(14)
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盟 主主ヶれB宅跡、

番号 器 開 出j二位i在・思{立 Ll径 底任 』白31i1TTlh弁j iiiil 
;号 「写J2972 265 ;J'i・Jイmo 14-L 12 13.5 6.1 4.0 j状の痕助、

266 'J'(・J+B0左 08-L 11 13ふ() 4.3 2968 

2G7 な.Jイ、BO 10-Ull:i-L 花、14Ll1.10・8.1:=i-L8 13.4 5.8 4.2 2970 

268 な~( . Jイ、BO 09-L 11 ・ 10 ・ 4~2 13.4 6.0 4.4 2969 

269 51'( .J下お 0 03-LlO.01-Ui 12.3 5.1 3.6 i 犬の:J1-[U古 2966 

270i年i・.IfR0 ]L1-LlO・8 13.'1 '1. 9 '1.1 ， 'fj..J 2965 

271 ;fl・J.卜BO 04-L9・8 12.6 A i フ 2959 

272 存1・j不お 0 08-L9 12. S.7 ，')凸n 
「写!296β3 () 

ワムヶ/'-)つ ぜ(.J〆ドBO 14 1. 9・ぉ 12.9 5 4 29 

274 ;j'(・J.{:B0 1O-L8 12.1 5.5 3.6 1_  J:lkのがL助、 2957 

275 ;n ..1イ、BO 09…L8.10…L8 13.2 5お 4.1 2956 

276 ;n ..1ィ'~B 0 18-1. 7 12.8 5.0 3.5 2955 

277 m.J不BO 09-L4. L7・5 1:3.1 5.8 4.3 状の痕湖、 2954 

278 ザ(.Jイ、お{。 04-L4.14-L6 12. :3 5.4 4.2 2951 

279 ザ1・Jイ、BO 10-L6~4 12.7 5.5 4.0 犬の位湖、 2952 

第70国 S.j 101.102灰原出土土器問
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第 2章調査の記録

ハ
吋

υ '" I 3::二グ 292

「サ ;詐I'f( 11 [¥ 1'， jJ~;;tl: • Jl"'i f\j~ 11ft: !え f{ ij 

:::HO ;1'[・J.Y:B 0 ()~ì L0・5 1:3. '~ ;1..) 辻 h I'II.I 29'1() 

51! )I'(.J+ B 0 L5 1 ~ハ
ハ

! ~9.19 

:!H:2 <j'[.HB () n LI I:!. K :J.:i ;-l . ~) 三り-!H

283 ;11.ι下B1) Ix L.j-ど 1:j，2 :i • ~) ~917 i 

2ilニ! ;fi・J1;8 I) 18 L 1・ LJ 汀 η 2り10

285 ;IHイ、 B1) 09 L3 1Lミ :~j. 7 :':9…!日

:!XIj ;j'[ .11、l当。 …L2・i 12. c) ，1. ) 2リ42

口付i・}イ、おり ]三 L::: H.O り行 :Uj 三日B

2岳民 ;t'j・jイ、 R() 只I11)2~( I，.:!】 12出 5.4 4 :.: 2りし)'J

ザ[..1+B () S.J→p 1.'1.1 1.0 川

三日り ;u.Jイ、じlJ 14~ L市 5日 y 105 
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国富Tl，尺B窯跡

3章 小結

富ケ沢B窯跡で検出さ 2基及び土坑 2 い。ー}、
匂畑 、ノー 。

である。

た土坑につL、ても

が窺える。

ら、特に溝:1夫遺構、柱穴状ピット てL、る。ま
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フ る よってもその新!日は明確にできず、 この点か

らある時期には併存していた可能性が高L のかもしれなL、。 操業時期は、 sJ 102では、

廃棄後一 と思われる に富ケ S J 01向様灰白色火山灰が流入

堆積していることから、従来の年代観に 下限時期は10世紀前半になる。た

年代と きはややあり、この点にういては、
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2基の須恵器窯跡は、

と判断できる。架構材・

(小穴・炭化材)とスサ入り粘土の確認から半地下式の

ケ沢A窯跡sJ 01でも確認されてお i)、

同一であったと思われる。しかも両者は、焚口~前庭部に窯体を覆うような上屋があったこと

が想定できる ピット、 これを取り巻くよう ( S J 102のSD104、S

J 01のSD06・09・35)の存在という

特に SJ 102とSJ 01とも

。さらに前庭部の掘り込みの形状は、

し、 、をj涼し、て 良く似ている。前庭部

の形状は、富ケ沢A窯跡に近接する郷土館窯跡のそれ一報告では「野球のホームベースのよう
(註)

なプラン」…にも類する。

遺物は、窯内及び灰原、そ されていた。出土量は、秋田ふる

さと村地内の 4つの生産遺跡のうち飛び抜けーて多く、全体量の約64%を占めてL、る。

されてし 杯類(杯、高台付杯、 鉢)、葦類(杯蓋、 、軍

、横瓶及び手づくね土器など

があり、

の杯を主とする ノ
r

、、
してい7こと

ら、

以ザ

支 令。

とする J--鉦ム
」川、、 l=l

(註)横手市教育委員会『郷土館窯跡~ 1976 (昭和51年) p 2 
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一一ケ沢A.B.C窯跡田久保下遺跡富ケ沢 1 号~4 号塚

(第二分冊)
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秋田県教育委員会



例

秋田ふるさと村(仮称) る富ヶ沢A窯跡、富ケ沢B窯跡、宮ケ

沢C窯跡、田久保下遺跡、富ヶ沢 l号塚、富ヶ沢 2号塚、富ヶ沢 3号塚、富ヶ沢、 4号塚の 8

り、本書は 2分冊のうちの第 2分間である。

2 って、調査成果の一部を公表しているが、 内容がそれらに優先

する。

3 第 2分冊百考察第 l章自然科学的分析は、次の方、 した。(依頼順、敬称略)

のお材産地向定・

考台地磁気

-一奈良教育大学三辻利一

藁科哲男

…秋田大学鉱山学部 西谷忠師

4 富ヶ沢B窯跡で出土した文字資料については、国立歴史民俗博物館教授平)11南氏に釈文を

お願いした0

5 田 、ては、 県立九州陶磁文化館大橋康二氏に鑑定をお願

いした0

6 田久保下遺跡出土の柄付万子のX 後藤内科医院(1:山北町)のご協力による。

7 

8 

9 

10 

している 財団法人日

に準拠してし、る。

した遺跡位置図は、建設省国土地理院発行の50，000分のl及び25，000分のl

，000分のl都市計画障である。

り、次の方々から御指導・ った。(敬称略)

小松正夫 鈴木俊男 高橋輿右衛門武末純一

長沼孝野村崇長谷部一弘 日野久 富加見泰彦

小畑巌、

の項に明示しである。

村田健二 (50音頗)

り、各分担ついては目次

、小山内透の協力を得た。

口 調杏に係わる全て 秋田 ンタ している。



凡例

しである遺構実測図に付した方位は、磁北を示す。

2 遺構実測図の縮尺は、 t/50，1/60を原則とし、遺構配置図は、田久保下遺跡1/300、

その他は1/600で、あり、それぞれスケールを付している。

3 漬物嘆測図は某本的に1/3であるが、大型iの華・霊類などは1//4としている。

は縮尺不同である。

4 個々の遺物実測留は、各遺跡毎に種別・器種を関わず一連の番号を付し、

とも対応する。

5 土膚註記は、 ロー い、遺構堆積土(埋土)にはアラビ 、、i
v

T，こ。

6 :i震;罷番対は、富ケ

下遺跡:301--を用い、

のもある。

7 出土した土器には、稀に文字等の認められる資料がある。いわゆる墨書土器を除けば、器

面に箆状あるいは釘状工具を用いて刻してしもる。土器を観察すると焼成以前に刻されたもの

と、焼成後に刻されたものが存在する。本書ではこれを区別するために、次のように定義し

: lOl--~ 富ケ沢C窯跡: 201.---、田久保

としたが、精査過程において欠番となったも

ておきたい 0

.土器の焼成前に箆状あるいは釘状工具を用L

土器の焼成後に釘状工具等を用L

記号等を器面に刻した土器

した土器

s 

竪穴住居跡

土坑

o

F

 

る一一一一
u

j

v

h

あ

S一

S

S

でれ
ソ

B

i

k

N

 

Q

U

Q

U

Q

U

Q

〕

フラスコ状土坑

9 したスクリーントーンは、け;の;If量りである。

10 について

その

った。これは、富ケ沢A~C と き7ここと



ザて された土器の器種組成やその数量を推定するための l手段とすべく したもの

である。

重量計測に際して、その器種を、杯類、

付杯が、葦類には、杯菱、萱蓋などが含まれる。

護類に大別した。杯類には、杯、高台

と護類は、破片では特にその識J]1jは密難

である場合が多いので、服部資料については、外閣に最終調整としての叩き自を残す破片を翠

ログロあるいはケズリ を壷類として分け、

まれることになる。ま

した。従って壷類の中には、叩

き目を持つ横瓶が含まれき目 しない小-

る。以下報告において、重量についての項目では、上のような

きいただきたい。

個体数は、杯類、萱類は、部が以上残存している{自体、蓋類はつまみの個数、警類は

口縁部がおおよそし/2

ることをお含みお

11 
-デー
、'--

出土した遺物をできるだけ多く掲載したL、と考え、個々の遺物の説明は、

原則的には行ってし、ない。代わりに器種別に分類基準を設け¥その記号と、法量を実測図下

の観察表でまとめた。 四考察の節 (p495~497) で示してある。

における口径あるいは器高の項の CJは推定催、( )は現状値であることを

示す。また備考欄の「写jは掲載図が写真図版にもあることを示し、右隅の番号は、遺物計

測・実測時の整理番号であり、収蔵用の番号でもある。

特殊な個体等は例外として、寓ケ沢B窯跡では、{自体のおよそ2/3以

しているもの、その他の窯跡(遺跡)では以上残存の{国体を選別し、割り当て紙

数、遺構、層位を加味して実測、掲載することとした。 B窯跡以外はその残存率を、完形、

被片(蓋はつまみ)の大ざっぱに類別して記載してある O

III 
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第 l章発掘調査の視委

第 i章発掘調査の概要

第 l節遺跡の概観

白
出る

C

び

沢

延

ケ

に
西

i
l」

土ール)
々
ごる

き

h

ム に北側から入り込む 2本の自然、谷のうち、

ヶj尺B窯跡の対岸にあたる。

調査区は標高70~83mの斜面であるが、 70mから75mまでは緩やかな斜面、 75mから83mま

となっている。窯体は急斜面の中腹に構築され、灰原も急斜面に形成されている。

S J 201焚口南側14W10

グリッド西壁で観察しており、次のようになる。

I層:褐色土(1 4)表土層、第亙

層:暗掲色土(10YR3/4)、第盟!曹.

土(

盟，J醤:Vこぶし、黄撞色土(10YR6/4)

第五7層:灰白色土(lOYR8/2)粘土層。第璽

層は、場所によっては明褐色 (7.5YR5/8) の

赤みの強い粘土層であったり、褐色 (7.5YR4

/6) の赤黒い色調の粘土層もあり、一様ではな

し、。また窯跡の位置する斜面では第E層

S N 
77.400m 

第118図遺跡基本土層図

できなし もあり、 となって

し、る。

第 2節調査の方法と経過

ふるさと の杭が20m方眼に打設されているので、 この杭をそのまま大グ

リッド杭に利用することにした。この20m>< 20mの大グリッドの中に 4mx4mの中グリットー

を設定した。 遺物の取り上げは、このグリッドを基準に行うこととした。灰原出土の遺物は、

ら剥土し したところで l とレベルを記録し収納し

た。

明らかにすることとともに、灰原の広がりとその遺物の出

ることにより、遺物の時間的な移り変わりをとらえることを目的とした。そこ

207 



五7 富ヶ沢C窯跡

で、窯体部の図上での復元を容易にするため、土層観察用ベルトをなるべく多く設定した。ま

た、半地下式構造の窯の場合、天井部の架構方法に不明な点が多いので、天井部架構材と側壁

の構築方法の精査に慎重を期した。

調査の記録は、図面の作成と写真による記録を行った。作成図面の縮尺は、 20分の lないし10

分の 1としたが、須恵器窯跡の調査前の地形測量図は50分の lで、行った。

調査は、概ね以下のような経過で行われた。

5月 9日 しfこ。発掘用機材を搬入するため

いため、 15日まで原因者の工事として調査用仮設道路を建設してもらい、その後機材を撮入し

た。 25日から調査予定区内の下草と伐採された枝葉の撤去作業を開始した。 28日か

用の杭N0 .23ラインを基準線として南北に10m間隔で地形測量用

にBM5からレベノL原点を移動した。 4Bから斜面下の平土日開にトレンチ

タワーケ棒設し'~ 5 aに撮影した。 G日から

B

R
↓
 

争
心

4.，gみ

f
 

月

;
下

戸

h
u

、nノ

λ

掘

日

し

トレンチ

を掘り返して窯体の{立置を確認した。 (S J 201)は、天井部が崩落してし、る

まりきらず溝状に残り、灰原部分は幾らか盛り上がっていた。調査前の現況地形測量 (20cm等

高線、縮尺1/50)を開始(7日まで)0 18 BにSJ 201窯の窯体に土層観察用ベルトを縦断面用

l本、横断面用は 1m間隔で設定し、粗掘りを開始した。表土層を 5cm掘り下げると窯体プラ

ンが確認できた。窯体周辺からも遺物が出土した。 20日に灰原部の表土除去を終了。 22日

体確認状況と灰原の遺物出土状況を写真撮影後、窯体内の掘り下げを開始した。 25Bに窯体と

灰原の周辺に 4m X 4 mのグリッド杭を打設した。 28日から灰原部の遺物の実棋と収納を開始

した。

7月2日に13W大グリッドを粗掘りし、13W19グリッドで炭化物の広がりを 2カ所検出した。

3日から調査区全域で粗掠りを行い、 15V大グリッドで土坑-柱穴を検出した。 6日に SJ 

201窯の窯体と灰原を写真撮影した。この日、

気調査の事前打ち合わせのため来跡した。 9白から窯体内の精査を開始した。また、 S1202 

竪穴住居跡の精査も開始した。 11日に粗掘りがほぼ終了したo S J 201窯体内の土層断面実測

も終了したのでベルトを撤去し、遺物の実1}!1Jを始めた。 14日に秋田大学鉱山学部の西谷忠師助

教授らがsJ 201窯体内の考古地磁気調査試料を採取した。 16日にプラン確認でSK203土坑内

に「火山灰Jが堆覆しているのを確認し、分析用の試料を採取した。 21日にSJ 

写真を撮影した。 23日に S1 202竪穴住居跡の完掘写真を撮影した。 24日に SJ 201窯の窯体断

ち割りを行い、床面が l枚で掘り方がないことを確認した。 8月 1Bに調査区全体をB窯跡と

4号塚から写真撮影し調査を完了した。

口
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U
 

つ臼
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N 富ヶ沢C窯助、

抽
出
用 の記録

第 1節検出遺構と遺物

平安時代の遺講と

富ヶ沢C窯跡で検出さ

恵器窯跡 1

全て ると られる口そ 須

炭化物(材) '-7" 

o。

遺構内出土の遺物は、須恵器・土師器があり、

少量の賓恵器が出土しーてし、るだけで、ある。

( 1 )須恵器窯跡

雲 J2 0 1 須恵器窯跡(第120~ 126、 131 へ 142図、国枝記-~台、 54----56) 

遺跡西側斜面、 14Vý グリッドで検出した。窯跡は昨年の範囲確認調査にお~ ，て、その存在と

位置が明らかとなっていたが、現況でも窯体部分が幾分窪んでいた(第rl20図点線部分)。

窯体は表土を 5~ 10cm除去すると、すぐに瞭混じりの地山が現れ、この簡で確認できる。

と!火原 d アて、
」

出した窯体は、水平距離で9.15m 、 I!高1. 1~ 1. 3mであるが、床面-側壁の還元状況から判断し

て、窯体上方部は廃棄後の雨などによる流水で地山が溝状に削られたと考えられ、

体と言える部分は長さ5.3m (推定長 6m)である。地表面から床面までの深さは焚口近くで

0.65m、燃焼部で0.8mである。焚口と煙出しを結ぶ中軸線は、ちょうど東一部方向を示す。

推定される』堕出部分の標高は79.1m、焚口部は77.1m、上ヒ高差 2mである。床面は、焚口か

ら約1.8m奥までは緩やかに立ち上がり、こ

この傾斜角度の変換点が燃焼部と焼成部の境となる。なお、

し、平均25uの斜度となる。

ケ沢B窯跡SJ 101・102などで

確認しているような、焚口全面の前庭部は明確な形では検出されなかった。

堆積土は12躍に分けられる。この内、 10~12層は側壁あるいは天井部から

層であろう。これらの土には一部ス まれていることから、 ら

れる。窯床面及び10~12層より 400点余りの須恵器が出土している。

側壁・床面の断ち割り調査によって、還元した面は 100であること

火入れされたのかは不明で、あるが、少なくとも大掛かり

なる。

した。

ってし、なし、ことに

灰原は窯体東側の斜面下方に広がっている。

南北約12m、東西約 9m~こ及ぶ。その厚さ

互}習であることから、 rr

-210 



第 2章調査の記録

。
1 : 60 

2m 

第120図 SJ 201須恵器窯跡周辺地形図(調査前)

-211一



N 富ケ沢C窯跡
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第 22酪 S 201 

-213 -

第 2室調査の記議

可三子

元面

SJ20l 
1 表土

2 黒褐色(lOYH3/2)焼土などは含まれて

いないようで為る

3 黒褐色(lOYH2/2)焼土などは含まれて

いないようである

4 にぶい貨褐色(lOYR5斗)2層と同質、

炭化物を含む

5 明褐色(7.5YR5/8)ぷみの強い地山の再

治積土

6 黒褐色(lOYH3/2)焼土などは含まれて

いないようである、 4層よりボソホ、ソ

している

7 黒褐色(lOYH~/2)焼土などは含まれて
いないようである

8 明賞褐色(10YH6/6)しま 1)、1'，lj性やや

強、炭化物を斑状にやや多く含む。褐色(7.5Yl14/6)焼土を;主体とする層

10 I羽褐色(7.5YR5/6)焼土を主体とする層



N 富ヶ沢C窯跡

る)

28 

123!al S J 201須恵器窯跡遺物出土状況@接合関係図

-214 



第 2章 調1立の記録

遺物は i点あるいは 1i自体ずっその出ニi二位置を記録してあ i入その数3196点。

なく、灰原南東部分にやや集中する傾向を読み取ることができる。

r1<，1京出十の漬物は、大多数の項恵器とごく少量の土師器である。土師器 07の小査など)は

I~足!京 1-，而からの出-十ーであり、 係っ より他所からもち込まれたと忠われ

ぺ三〉。

でぞ:下産さ された君恵器は、その重量で見ると、 85kgfこなる。この

つQ_{
f-I /" V 、(約142kg)を占め、次いで壷類21，1，%'、

しかない。この数字から本窯では斐類を中心とした

戸六三円~

にさ心

また凡i刊に示し よる個f本数i工、 壷類20個体、 J.-

な i)、蓋は15、16に国示した 2個体のみである。 関示十たものを含めて I~I f王20cm前

した規格性をもっ翌三J::.7組枠確認できた。 界都、の!底部切り離しは、

へ切 r) 9 、来切り 16~ 不明 1 であ z入糸切りを行っている例が多 L 、。部i片を含めて観察した

した 1f間待のみでーあり、本窯では杯類に関しては無台の杯を主に

口縁音15に稀に波状文の施される例があ

るが、本 SJ 201では確認できなかった。横瓶もないようである。

-胎土については、共通点がある。杯はその切り離しの相違に係わらず、

焼成があまく、灰白色系の色調を呈している。だた口径が10cm未満の諸口状の掠 (11、12) と

13の丸底に近いような杯は、

焼成があまし器形・胎土から土師器として製作されたものが本窯で焼成されたものかもしれ

ない。

なオ昔、 している j閣には、 とカタ

主、!天原出十ーでそ

り上げ時の番号である。カタ

明確にするため 4m四万の仁ドグリッドを四分割し、 2mfl:r:1 

当て、記してし、る。ア~ワの

カ

カ

( 2 ) 

S 202竪穴住居跡 区]}坂51)

j送跡中央jヒ側、 15Vク 1) ット立)吾 f'jiLi

置する。

した。 SJ 201 焚 I~ìa本佐居の南西約16mに位

しており、斜面下方(東側)

で5，6m、

しているが、床面カるらの深さ、

できなかったカ入商壁と北・南壁の

で0，18mである。

ら P1~4 の 4

ヒ

と考えてし、る。ット

215 



N 富ケ沢C窯跡
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SJ201灰原

1 1こぶし寸t褐色(lOYR4!3)表仁植物恨多い、 l'は比

較的恨の入 1)込んでいない箇所

I列褐色(7.5YF{5/6)--褐色(7.5YR4!6)灰原層、焼土&

炭化物・池 111 にたまれる}孔ítli~: を jIげたに多くたむ
2' 抱J色(lOYH4!4)灰原下層、焼土・炭化物を 2)習よ 1)

多く含む

3 11音褐色(lOYR3/4)基本層{立第II脂

125図 S，J201 
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:第 2章調査の記録

l本あたり 窪30cm前後の円形を

、ず

くD。

とし、床面からの深さは41-.._.56cmを測

の距離は、 P1 -2間2.3m、

P 2 -3間 .4r及、 P3 4間 2出、 P4 

-1問4.21ちであり、南側の P3・ 4は推

定される るような位置に配さh

ている。なお、柱穴配置から推測できる東

西の長さは 5m前後になる。

て緩やかに{傾斜し、そ

れほど竪く締まってはL、なL、。カマド、

きなカミった。

土している。

( 3 )土坑

，_ ).、

ムワ

喜良 203土坑(第128図、図版52)

量出

遺跡南西側斜面、 13京125グリッド地山面

で検出した。本土坑は範囲確認調査時、 ト

レンチ壁面でその存在を確認している。

規模は長さ53cm、幅40cm前後の隅丸(長)

方形と推定される。確認菌からの深さは20

cmである。埋土は 2層に分けられ、 1層は

灰白色を示す火山灰純層である。最大の厚

さは 7cmとなる。本遺跡で火山灰が確認で

きるのはこの土坑のみで、ある。

しなかった。

く20 ・207 (第128鴎、図版52)

15U18グリッ

出した。 2基の土坑の であり、 SK

206が SK207を切っている。 SK206は、

長さ60cm、Ipj!j!j55cmの略円形を呈し、確認菌

からの深さ28cm、 SK207は長さ60cm以上

!福58cmの構内形を示すと忠われる。荷土坑



Iv 富ケ沢C窯跡
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第126図 S J201須恵器窯跡灰原区分図

とも壇土が I層であり、 られた様を示している。土坑内より しtJ:.カミつ

た。

( 4 )炭化物(材)

器開 204・20 5 (第129図、図版53)

遺跡南西側、 13W14・15・19・20グリッド瓦 し7ニO る の北側に位

し、 S 4m してし、る。

S N204は、長さ1.4m、中高1.1訟の楕円 が10~ 15cmの厚さで認められ

る。 SN204の東隣には SN205とした長さ3.8m、 1mの炭化物 の広がりが見られる。

集積している炭化物の厚さは最厚で、18cmある。両者とも土坑様の明確な摺り

かも焼土も見られなし、ことから、他所で生み出された炭化物(材)がここの 2

捨てられたと考えることができる。 しなかっ 7こO

-218 
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A 73.000m B 

S[ど(り12

1 11時If山i白5褐色(什lOYI日ミ3玖払&ν/ノ勺1;1)1占北i主E本!層習位第 1 静 3 烈j 2m 

2 1哨li倍i在2渇色(什lOYR日31ν勺3)け)il:汁ヰ木ζ!回百位第I江II層吾 4 潟 色(け10YI只~4ν/6引) 

第127図 SI
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五7 富ケ沢C窯跡

S K203 

S K206 S K207 

一一 72.4-oom

S 1く203

1 にぶい黄褐色(lOYR6 3)火山灰純層

2 I培褐色(lOYR33)炭化物少量含む

u S K206・

1 褐色(lOYR 4-/ 4-~lOY R 4/6 )キI~'I主弱、炭化物少量;含む

2 U音褐色(lOYR ;:) /4)炭化物 l層より多く合計

128~ S K 203 G 206 G 207土坑

( 5 )柱穴群(第130図、図版53)

遺跡南西側、 13V;fグリッドを中心とする南北約20m、東西約15mの範囲内の地山面で、60本近

くの柱穴状ピットを検出した。本遺跡で、柱穴状ピットは竪穴住居跡S1202に伴う柱穴を除け

ばこの底域でのみ発見されている。この柱穴群中には SK203、 SN204、 SN205が存在する。

S N204・205と

の部分では(旧)

これ

最浅10cm、

る柱穴は、 SN204・205除去後の精査でこれを確認している。従ってこ

(新) S N204・205と判断できる。 るいは室内での整理

したが明らかにできなかった。

しており、確認面からの深さは

られなかった。

るし

るしイ/ヱ一辺が 15~.30cmの円-

220 
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第 2主主 調査の記録

S N205 

S N204 

(実線内炭化物集中

υ
 

SN204・205

1 黒色(10YR2/2)炭化物層、村i'tなく柄物根多く入る

2 褐色(lOYR4 4)基本層位第 II層に相当する

129図 5 N 204. 205炭化物(材)集積遺構
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第 2予空 調査の記録

8 I;j'( .1-1; B () I洲、 14品、.'301，:)1}

9 I ~JH不 BO I 窯 I)~

iり I~n. 川、 13 () i 、、:-j(J路、十)

131図 SJ201
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N 富ケ沢C窯跡

J 
15 

16 

() 
1 3 10cm 

番号 4:;;: 干重 出土{立霞・層位 仁l!l底径 反対壬 |筏存率 山il 弓ー

11 3m・t不Bn 十)-タ 日4 3.9 。ηJ f'勺:;11 
斗

ji'{・土不BO コサトハヒモ 3‘9 1/2 1-写J12

13 3]司・土手DO 135 ( 4白 li3 1写j13

14 須z高台{すt不A2 15W11 12，9 7.2 1/3 「写j14

15 須・士不蓋D ア (1.0) つまみ つまみli:3.1

16 須，:1不葦 ノ¥ムメ 15.0 (2.1) 1/3 

17 土ニチュア童 ク 5.1 3.5 7'c 巳 「写j15

第132歯 5J201護憲器窯跡出土土器

-224 



第 2章調査の記録

20cm 
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。

十「シ/

コノ、メ
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240. :3U7 ケ
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20仁'111
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N 富ケ沢C窯跡

u 20cm 

番号 器種 出土位置・層位 l二!径 底筏 最大径 器商 残存率 (政二J号

31 須・中三1mb ネノミムモルレ 14.8 24.4 29.1 i 「主主 1:

32 須.~phlmb 245、シスナニハブヘホ 15.7 10.6 25.8 30.4 dフ巳了 与J33

:33 須・中葉Bb R白9?n女lS:illι :ilOヰ??ATi. 10.5 23.6 26.1 2/3 

ケコサシテナニ

34 須・ rlJ雪mb 191、276、290、304、307，310、サシトナヒフモヤ 14.3 11.9 26.0 29.0 

第136図 SJ201須恵器窯跡出土土器(6)
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第 2章調斉の記諒
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N 寓ヶi尺C窯跡

第138図 SJ201須恵器窯跡出
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第 2章調査の記録

第139図 SJ201須恵器窯跡出
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lV 富ヶ沢仁窯助:

140図 SJ201
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第 2章調斉4の記録

一一一
141図 S，J 20 1須恵器窯跡出土土器(11)
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第 2節遺構外出土の遺物

1 縄文時代の遺物

と思まつれ

50 
(HiV06) 

一r.三之L日一一ιJ官仁昨T 
') 
ムJ

15現102グリッド‘立関 るの口

られるような細かいミガ、キが成されている。 49

られる。17グリッド 1層 る。

CL R) 

49 
v 

51 

第 2章調査の記髭

52 
(13WOl) 

(52のみ)

b 
。

る

、

あ

り

JC 

2 平安時代の遺物

16V06グリッ rI庖1出土の石器・

しているカ*!BカミいLR

る。 50は、50、

くほぼ全域より

出土してし、る。 SJ と考えられる。

く3面

りある時としてし、る。

その他、遺跡南側13W01グリッド E層より、砥石が l

る。重量は616g 0 

それ以降に使用されたものか明らかではない。

235 
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Iv 窓ケ沢名跡、

3章小

ケ沢C窯助、で検出された遺構は、 2買恵器窯跡 1基、

2幕、及び柱穴群である c いずれも

l軒、土坑 3基、炭化物(

と考えられる。

ー
/
」

官，ん
医ヨノ

τ7 
Q 。 J.-

'-

2'~ 3基の土

ることが

できるのかもしれなし、。

きなカ込ったが、

きる口

ら判断する限りにおいては、

してし、たと言える。 次いで

されている。

られる器高15cm前後かこれ以下の小型の室長護類はそれぞれ 1~数個

体しか確認できなかった。また大棄に波状文の施される個体、横瓶は確認できなかった。

富ケ沢 .B窯跡のよう

り付けられているス吋入り粘土から、

S J 

ケ
/富

が認められず、この点から

との比較では形態

し、と思われる。

ケ沢B窯跡 SJ 102のように灰白色火

とA 盆 B

く、時間的な開きは各窯跡問ではあまりな缶、』
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S J 201 土層断面 {南東→)

同 l二土廓骨~í踊 ( E . F -G . H問、南吋}



図
版
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向上(JI[→) 



S J 20l J高原土!画担rr凶i(t帽lI(-・}

調査風景 {北東→}



図
版
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51202 fI認(上.東-)、上婿{中、南→).完鋸(下、東->)



図
版
印

SK203 土層 (5→)白っぽいのが火山灰

SK206 . 207 完郷 (東→)
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